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C o n t e n t s

更新事業と共に加速する水道管路の耐震化に 
クボタシーアイは充実の水道用耐震管材でお応えします！ 

JWWA K 144（管）／ K 145（管継手） 規格品 

  

水道ビジョン、水道事業ガイドラインでも耐震管材として認定され、 
呼び径50も加わり、品揃えも益々充実！ 

優れた特長 

管と継手が組織的に一体化するEF接合に
より、優れた耐震性を実現。 耐震性 耐震性 

可とう性に優れ、直管による曲げ配管により、
曲管の削減も可能。 柔軟性 柔軟性 

軽量のため運搬や取り扱いも容易。 
陸継ぎ長尺管による施工も可能。 軽 量 軽 量 

海岸地帯の塩害や酸性土壌による腐食、 
鉄道軌道の電食に対しても優れた耐食性。 耐食性 耐食性 

HI･SGR－ロングNAパイプ HI･SGR－ロングNAパイプ SGR-VN形継手 SGR-VN形継手 ＆ 

±75mmの伸縮量と  
±4°の可とう角で、 

地震時の地盤変動に追従！  
HI材質で優れた耐衝撃性を確保。 

受口に内蔵された 
離脱防止機能で管の 
離脱を確実にガード！ 

施工性・経済性に優れた 
耐震管路を構築 

JWWA K 129 規格品 離脱防止金具のいらない塩ビ継手 

■ 特集 「地震に強い」地域を作る 

特
集
「
地
震
に
強
い
」
地
域
を
作
る
 

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
水
道
用
耐
震
管
材 

 　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
。
し
か
し
、近
年
各
地
で

大
地
震
が
発
生
し
、水
道
供
給
施
設
や
管
路
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、平
成
20
年
3
月
28
日
付
け
で
、厚
生
労
働
省
よ
り
「
水

道
施
設
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。（
資
料
1
）
こ
れ
に
よ
り
、水
道
施
設
の
耐
震
化
を
推
進

す
る
た
め
に
水
道
施
設
の
満
た
す
べ
き
耐
震
性
能
が
、よ
り
明
確
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
省
令
は
平
成
20
年
10
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま

す
が
、今
回
、こ
の
省
令
改
正
の
内
容
と
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
耐
震
管
材
と
の

適
合
性
を
確
認
す
る
と
共
に
、実
際
に
管
路
の
耐
震
化
を
実
践
さ
れ
て
い

る
自
治
体
様
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

厚
生
労
働
省
の
「
水
道
施
設
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
公
布
 

 　
今
回
、省
令
の
改
正
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、水
道
施
設
の
耐
震
化
の
遅
れ

で
す
。「
基
幹
管
路
を
中
心
と
し
た
管
路
網
の
耐
震
化
」
を
重
要
な
目
標
と
定
め

た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
16
年
6
月
に
発
表
さ
れ
て
か
ら

４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
、導
水
管
・
送
水
管
・
配
水
本
管
の
耐
震
化
率

は
、平
成
１７
年
度
末
現
在
で
約
１１
％
と
低
く
、今
後
も
大
量
の
管
更
新
事
業
が
見

込
ま
れ
る
中
、管
路
の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、省
令
改
正
を
踏
ま
え
、厚
生
労
働
省
健
康

局
水
道
課
長
名
で
、各
都
道
府
県
・
政
令
市
・
特
別

区
水
道
行
政
担
当
部（
局
）長
殿
や
水
道
事
業
者
殿

等
宛
て
に「
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
計
画
的
実
施
に

つ
い
て
」
の
通
知
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で

は『
‥
中
略
‥
布
設
す
る
管
路
の
管
種
、継
手
の
選

定
に
当
た
っ
て
は
、「
管
路
の
耐
震
化
に
関
す
る
検
討

会
報
告
書
」
‥
中
略
‥
を
参
考
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
水
道
事
業
者
等
に
お
い
て
地
質
分
布
・
断
層
の
有

無
を
的
確
に
把
握
す
る
な
ど
地
盤
条
件
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
た
上
で
判
断
さ
れ
た
い
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 管
路
の
耐
震
化
に
関
す
る 

検
討
会
報
告
書
に
つ
い
て
 

 　
平
成
18
年
８
月
よ
り
、厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道

課
長
が
主
催
す
る「
管
路
の
耐
震
化
に
関
す
る
検
討

会
」が
設
置
さ
れ
、代
表
的
な
管
種
、継
手
に
つ
い
て
の

過
去
の
地
震
に
お
け
る
被
害
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
有

識
者
に
よ
る
耐
震
性
能
へ
の
適
合
性
の
整
理
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、平
成
19
年
3
月
付
け
の「
平

成
18
年
度
管
路
の
耐
震
化
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
資
料
2
） 

　
こ
の
報
告
書
で
は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

（
融
着
継
手
）に
つ
い
て
、新
潟
県
中
越
地
震
で
レ
ベ
ル

2
地
震
動
で
被
害
が
な
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
R
R
ロ
ン
グ
継
手

に
つ
い
て
も
、被
災
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ

な
が
ら
も
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
と
共
に
、

各
水
道
事
業
者
の
判
断
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　第一条7号「施設の重要度に応じて、地震力に対して安全な構造であるとともに、地
震により生ずる液状化、側方流動等によって生ずる影響に配慮されたものであること。」
中、「安全な構造」を「次に掲げる要件を備えるもの」に改め、同号に次のように加える。 

詳しくは下記ホームページを参照ください。 
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/hourei/suidouhou/index.html

次に掲げる施設については、レベル一地震動（当該施設の設置地点において発
生するものと想定される地震動のうち、当該施設の供用期間中に発生する可能性
の高いものをいう。以下同じ。）に対して、当該施設の健全な機能を損なわず、かつ、
レベル二地震動（当該施設の設置地点において発生するものと想定される地震
動のうち、最大規模の強さを有するものをいう。）に対して、生ずる損傷が軽微であ
って、当該施設の機能に重大な影響を及ぼさないこと。 
（1）取水施設、貯水施設、導水施設、浄水施設及び送水施設 
（2）配水施設のうち、破損した場合に重大な二次被害を生ずるおそれが高いもの 
（3）配水施設のうち、（2）の施設以外の施設であって、次に掲げるもの 
 
 
 
 
 
イに掲げる施設以外の施設は、レベル一地震動に対して、生ずる損傷が軽微であ
って、当該施設の機能に重大な影響を及ぼさないこと。 

（ i ） 
（ii） 
（iii） 
 
（iv） 

配水本管（配水管のうち、給水管の分岐のないものをいう。以下同じ。） 
配水本管に接続するポンプ場 
配水本管に接続する配水池等（配水池及び配水のために容量を調節す
る設備をいう。以下同じ。） 
配水本管を有しない水道における最大容量を有する配水池等 

イ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ 

「水道施設の技術的基準を定める省令の一部を改正する省令」の内容 

資料 1

平成16年6月 平成17年1月 

以下省略。 
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●ポリエチレン管 
　配水用ポリエチレン管（融着継手）の使用期間が短く、被災経験が十分ではないことから、十分に耐
震性能が検証されるには未だ時間を要すると考えられること、また、悪い地盤におけるレベル２地震の被災
経験がないことからそれぞれ注釈を付すこととしたが、各水道事業者の判断により採用することは可能で
ある。 

基幹となる管路：導水管、送水管及び配水本管（直接給水装置を分岐しない配水管） 
それ以外の管路：配水支管 
レベル１地震動：供用期間中に1～2回程度発生する確率を持つ地震動 
レベル２地震動：供用期間中に発生する確率は低いが、直下型地震又は海溝型巨大地震に起因する高いレベルの地震動 
○：耐震適合性あり 
×：耐震適合性なし 
△：被害率が比較的に低いが、明確に耐震適合性ありとし難いもの 

●硬質塩化ビニル管 
　硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）の使用期間が短く、被災経験もほとんどなく、十分に耐
震性能が検証されるには未だ時間を要すると考えられることから、注釈を付すこととした。（注1）。
また、硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）は硬質塩化ビニル管（RR 継手）よりは優れていると
いえるものの、被災経験がないことから、基幹管路が備える耐震性能についても、注釈を付すこ
ととした（注2）。各水道事業者の判断により採用することは可能である。 
　なお、硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）には離脱防止機能を有するものも開発されている。
本管種については、金属管と比べて強度が1/10程度と低く、かつ、使用実績・使用期間ともに少
ないことから十分な耐震性能が検証されるには未だ時間を要すると考えられるが、各水道事業者
の判断により採用することは可能である。 

（用語の定義） 
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奈
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盆
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±4  ゚（最大設計角度） ±75mm（管長5mの±1.5％） 

管種・継手 
RRロング管路 
HIVP-RR管路 
HIVP-TS管路 
VP-TS管路 

継手種 

TS 
 

RR

被害形態 
管体破損 
継手抜け 
管体破損 
継手抜け 

輪島市 
1 
0 
0 
7

七尾市 
6 
3 
0 
16

門前町＊１ 
15 
1 
0 
9

志賀町（含：簡水） 
4 
3 
0 
10

被害箇所数 
0 
0 
2 
5

表3 平成19年7月新潟県中越沖地震の塩化ビニル管被害調査結果 

表１ 平成19年3月能登半島地震／平成19年7月新潟県中越沖地震における 
　   水道配水用ポリエチレン管の被害調査結果 

参考： 平成18年度「管路の耐震化に関する検討会」報告書（厚生労働省） 

＊1：門前町は厚生省のデータ。　注：対象各市町村の震度は5強～6強 
出展：ライフライン工学研究所／能登半島地震 水道管路被害調査報告書2007

出展：ライフライン工学研究所/能登半島地震・水道管路被害調査報告書、平成19年5月及び 
　　 平成19年度新潟県中越沖地震・水道管路被害調査報告書、平成19年10月より 

出展：ライフライン工学研究所／ 
　　 平成19年度新潟中越沖地震 水道管路被害調査報告書2008

 表2 平成19年3月能登半島地震の塩化ビニル管被害調査結果 

延長（km） 
1.12 
30.86 
9.36 
6.23

被害率（箇所／km） 
0.00 
0.00 
0.21 
0.80

 HI・SGR-ロングNAパイプ 

■ 特集 「地震に強い」地域を作る 特集 「地震に強い」地域を作る ■ 

ま
さ
か
の
地
震
に
備
え
て
可
能
な
限
り
の
耐
震
化
を
推
進
 

奈
良
県 

天
理
市
で
の
取
り
組
み 

活
断
層
が
点
在
す
る
奈
良
県
北
部 

 　
奈
良
県
は
地
震
の
被
害
が
比
較
的
少
な
い
県

で
あ
る
。
平
成
7
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
震

度
5
を
記
録
し
た
も
の
の
、そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被

害
が
報
告
が
さ
れ
な
か
っ
た
。し
か
し
、大
き
な
地

震
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
平
成

16
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓
か
ら
、水
道
施

設
や
管
路
の
耐
震
化
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
ま

た
、活
断
層
で
起
こ
る
直
下
型
の
地
震
は
全
国
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、奈

良
県
も
例
外
で
は
な
い
。
と
く
に
奈
良
県
北
部
に

は
奈
良
盆
地
東
縁
断
層
帯
な
ど
活
断
層
が
点
在

す
る
。
天
理
市
も
県
北
部
に
位
置
し
、市
水
道
局

で
は
平
成
17
年
度
に
中
期
経
営
計
画
を
作
成
し
、

基
幹
管
路
の
耐
震
化
が
盛
り
込
ま
れ
た
。こ
れ
に

よ
っ
て
、浄
水
場
か
ら
主
要
４
ケ
所
の
病
院
へ
の
配

水
管
の
更
新
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、更
新
工
事

に
耐
震
管
を
使
用
す
る
こ
と
で
耐
震
化
を
進
め

る
と
い
う
計
画
だ
。
 

 

陸
継
ぎ
が
で
き
る
水
道
配
水
用 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
大
き
な
魅
力
 

 　
更
新
工
事
に
耐
震
管
の
一
部
に
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
が
採
用
さ
れ
た
。
採
用
の
基
準
と

し
て
、水
道
ビ
ジ
ョ
ン
等
で
耐
震
管
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、E
F（
電
気
融
着
）

接
合
の
高
い
信
頼
性
を
挙
げ
る
。
天
理
市
は
平
成

12
年
度
ま
で
ガ
ス
事
業
で
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使

用
し
て
い
た
た
め
、
E
F
接

合
に
よ
る
管
接
合
に
は
自
信

が
あ
っ
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
更
新

工
事
で
期
待
す
る
の
は
、水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

の
優
れ
た
施
工
性
。
2
、
3

本
の
パ
イ
プ
を
陸
継
ぎ
し
、

人
力
で
掘
削
穴
に
入
れ
て
い

く
の
で
作
業
効
率
が
い
い
。
 

さ
ら
に
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
柔
軟
性

が
あ
る
た
め
、多
少
の
曲
げ
配
管
が
可
能
で
あ
る
。

そ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
最
大
限
に
活
か
せ
る
と
い
う

理
由
か
ら
口
径
1
0
0
以
下
の
管
路
で
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
採
用
さ
れ
た
。
す
で
に

昨
年
7
月
に
施
工
講
習
会
が
行
わ
れ
、地
元
施
工

業
者
が
1
5
0
名
が
参
加
し
た
。
 

 

耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
の 

安
定
し
た
予
算
が
必
要
 

 　
天
理
市
も
他
の
自
治
体
同
様
、水
の
使
用
量

が
年
々
減
少
し
、料
金
収
入
も
減
っ
て
い
る
。
水

源
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
県
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
た
め
、水
道
料
金
も
安
く
で
き
な
い
。
ま
た

簡
単
に
料
金
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、計

画
的
に
更
新
工
事
を
行
い
耐
震
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、経
営
の
健
全
化
に
努
め
、こ
れ

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。
天

理
市
に
お
い
て
も
、今
後
は
長
期
的
な
目
標
や
数

値
目
標
を
出
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、そ
れ
ら

の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
予
算
を
確
保
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管 

の
優
れ
た
耐
震
性 

 　
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、管
が
継
手
部

で
離
脱
す
る
こ
と
な
く
、ま
た
許
容
歪
み
が
±
３
％

以
上
と
大
き
い
た
め
、レ
ベ
ル
２
地
震
動
で
発
生
す
る

と
推
測
さ
れ
る
地
盤（
管
体
）歪
み（
最
大
±
１
％
程

度
）に
比
べ
て
も
十
分
な
余
裕
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

地
割
れ
や
段
差
沈
下
と
い
っ
た
地
盤
変
状
に
対
し
て

も
、降
伏
歪
み
8
〜
10
％
ま
で
は
、管
路
が
機
能
を

損
な
う
こ
と
な
く
追
従
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
「
平
成
18
年
度
管
路
の
耐
震
化
に
関
す
る
検

討
会
報
告
書
」
に
記
載
さ
れ
た
参
考
資
料
1
「
各

管
種
の
性
能
仕
様
及
び
過
去
の
被
害
実
績
一
覧
」

で
は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
優
れ
た
耐

震
性
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、同
検
討
会
報
告
書
以
降
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
お
い
て
も
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
調
査
地
に
お
い
て
被
害
が

な
く
、優
れ
た
耐
震
性
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
） 

  

天理市水道局 
給水課 

薮内 豊彦 さま 

天理市水道局 
給水課 

藤岡 広美 さま 

天理市水道局 
給水課 

寺田 具視 さま 

水道配水管の布設替え工事 

奈良県の活断層 

地割れ実験（50cm） 段差沈下実験（50cm） 

被害なし 

被害なし 柏崎市 
西山町 

平成19年3月 
能登半島地震 

輪島市 
(含旧門前町)

平成19年7月 
新潟県中越沖地震 

地震名 調査地 

6強 

6強 

最大震度 

約3.9km

約13km

配管延長 被　害 

資料 2
～平成18年度  厚生労働省水道課  「管路の耐震化に関する検討会」の報告書より抜粋～ 

注1）：配水用ポリエチレン管（融着継手）の使用期間が短く、被災経験が十分ではないことから、十分に耐震性能
　　  が検証されるには未だ時間を要すると考えられる。 
注2）：配水用ポリエチレン管（融着継手）は、良い地盤におけるレベル２地震（新潟県中越地震）で被害がなかった
　　 （フランジ継手部においては被害があった）が、布設延長が十分に長いとは言えないこと、悪い地盤における被
　　  災経験がないことから、耐震性能が検証されるには未だ時間を要すると考えられる。 

管種・継手 

配水用ポリエチレン管（融着継手）注1） ○ 

水道用ポリエチレン二層管（冷間継手） 

表7-3　ポリエチレン管の耐震適合性 
配水支管が備えるべき耐
震性能 

レベル１地震動に対して、
個々に軽微な被害が生じ
ても、その機能保持が可
能であること。 

レベル１地震動に対して、
原則として無被害であるこ
と。 

レベル２地震動に対して、
個々に軽微な被害が生じ
ても、その機能保持が可
能であること。 

基幹管路が備えるべき耐震性能 

○ 注2） 

○ △ × 

注1）：硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）は、RR継手よりも継手伸縮性能が優れているが、使用期間が短く、被
　　  災経験もほとんどないことから、十分に耐震性能が検証されるには未だ時間を要すると考えられる。 
注2）：硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）の基幹管路が備えるべき耐震性能を判断する被災経験はない。 

管種・継手 

硬質塩化ビニル管（RR ロング継手）注1） 

硬質塩化ビニル管（TS 継手） 

○ 

硬質塩化ビニル管（RR 継手） 

表7-4　硬質塩化ビニル管の耐震適合性 
配水支管が備えるべき耐
震性能 

レベル１地震動に対して、
個々に軽微な被害が生じ
ても、その機能保持が可
能であること。 

レベル１地震動に対して、
原則として無被害であるこ
と。 

レベル２地震動に対して、
個々に軽微な被害が生じ
ても、その機能保持が可
能であること。 

基幹管路が備えるべき耐震性能 

注2） 

○ △ × 

× × × 

R
R
ロ
ン
グ
受
口
管
 

の
優
れ
た
耐
震
性 

 　
R
R
ロ
ン
グ
管
路
の
受
口
部

に
は
±
75
m
m（
5
ｍ
管
の
±

1.5
％
分
）の
伸
縮
量
と
±
4°
の

可
と
う
角
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
地
盤
ひ
ず
み
を
吸
収
し

ま
す
。
ま
た
、液
状
化
地
盤
で

の
側
方
流
動（
地
盤
永
久
ひ
ず

み
）や
地
割
れ
・
段
差
沈
下
の

よ
う
な
地
盤
破
壊
が
生
じ
る

場
合
に
は
、そ
の
接
合
部
に
離

脱
防
止
金
具
を
併
用
す
る
こ

と
で
接
合
部
の
離
脱
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
昨
年
発
生
し
た
2
つ
の
大
地
震
で
も
、そ
の
高
い
耐
震

性
能
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
登
半
島
地
震
で
は
、塩

化
ビ
ニ
ル
管
は
T
S
継
手
の
管
体
で
被
害
が
集
中
し
、

R
R
継
手
は
抜
け
が
発
生
し
た
も
の
の
、管
体
の
破
損
は

報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
表
２
）ま
た
、新
潟
県
中
越
沖

地
震
で
も
R
R
継
手
と
R
R
ロ
ン
グ
継
手
は
共
に
被
害

報
告
は
な
く
、R
R
ロ
ン
グ
管
路
の
耐
震
性
能
が
確
認
さ

れ
た
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。（
表
3
） 

　
ま
た
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
I
Ｔ
Ｓ
管
路
の
被
害
率
が
Ｖ
Ｐ
I
Ｔ
Ｓ

管
路
の
約
１/４
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｔ
Ｓ
管
路
で
は
Ｈ
Ｉ
材

質
で
あ
る
こ
と
が
耐
震
性
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
最
近
の
地
震
調
査
で
も
そ
の
耐
震
性
能
が
実

証
さ
れ
て
い
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
各
種
耐
震
管
材
を
管

路
の
耐
震
化
に
是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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80,000m

70,000m

60,000m

50,000m

40,000m

30,000m

20,000m

10,000m

0m

19
50
年
 

   
  以
前
 

19
57
年
 

19
62
年
 

19
67
年
 

19
72
年
 

19
77
年
 

19
82
年
 

19
87
年
 

19
92
年
 

19
97
年
 

20
02
年
 

20
07
年
 

20
12
年
 

20
42
年
 

布設年度 

管
路
延
長（
m
） 

1965年 
昭和40年 

2005年 
平成17年 

2010年 
平成22年 

1979年 
昭和54年 

1965年までの 
古い管路の更新 

1965～1979年 
の経年管と更新 

■ 特集 「地震に強い」地域を作る 

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
1
m
で
も
長
く
更
新
工
事
を
行
う
 

特集 「地震に強い」地域を作る ■ 

静
岡
県 

熱
海
市
で
の
取
り
組
み 

海
と
山
に
囲
ま
れ
た 

す
り
鉢
状
の
温
泉
地 

 　
静
岡
県
東
部
、神
奈
川
県
と
の
県
境
に
も
程

近
い
熱
海
市
は
、誰
も
が
知
っ
て
い
る
温
泉
地
。
山

に
囲
ま
れ
た
す
り
鉢
状
の
地
形
で
、山
の
斜
面
の

高
く
ま
で
ホ
テ
ル
や
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

住
宅
地
も
高
い
所
で
海
抜
4
0
0
m
、海
岸
周
辺

で
は
5
m
と
高
低
差
が
大
き
い
。
そ
ん
な
急
峻
な

地
形
か
ら
減
圧
槽
を
兼
ね
備
え
た
配
水
池
が
約

1
3
0
か
所
も
あ
り
、他
の
市
町
村
と
比
較
し
て

も
非
常
に
多
い
。こ
の
た
め
水
道
施
設
お
よ
び
水

道
管
路
は
複
雑
で
多
岐
に
渡
る
。
 

 

水
道
管
の
更
新
が
重
要
な
課
題
 

 　
熱
海
市
の
水
道
の
歴
史
は
古
く
、明
治
40
年
に

認
可
を
受
け
、明
治
42
年
に
給
水
を
開
始
し
た
。

昔
か
ら
鋳
鉄
製
の
水
道
管
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
管
路
が
多
く
、そ
の
延
べ
長

さ
は
3
5
0
k
m
に
も
達
す
る
。
老
朽
化
が
激
し

く
、近
年
水
道
管
破
損
を
原
因
と
す
る
道
路
の
陥

没
や
断
水
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
の
た
め
、

既
設
管
の
更
新
工
事
は
最
大
の
課
題
で
、年
間
20

〜
30
k
m
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

施
工
性
と
コ
ス
ト
面
か
ら
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
採
用 

 　
道
幅
が
狭
く
、カ
ー
ブ
が
多
く
、し
か
も
高
低
差

の
多
い
熱
海
市
で
の
更
新
工
事
で
求
め
ら
れ
る
の

は
、施
工
性
の
良
さ
。ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機
が
必

要
な
工
事
は
難
し
い
。
実
際
に
、同
市
上
下
水
道

温
泉
部
直
轄
の
施
工
者
か
ら
作
業
性
の
改
善
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
条
件
の
下
で
採
用

さ
れ
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
。
 

　
平
成
15
年
に
施
工
講
習
会
を
開
き
、工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
地
中
に
は
、他
の
自
治
体
に
は
少
な

い
温
泉
の
配
管
が
あ
っ
た
り
、埋
め
残
さ
れ
た
管
が

あ
っ
た
り
掘
削
し
て
み
な
い
と
分
ら
な
い
。し
か
し
、

多
少
の
障
害
物
で
も
生
曲
げ
で
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
大
き

な
特
長
。ま
た
、角
度
の
少
な
い
曲
げ
部
分
に
は
ベ

ン
ド
を
使
用
せ
ず
に
布
設
を
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、

で
き
る
だ
け
工
事
費
を
節
約
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
に
軽
く
て
、柔
軟
性
の
あ
る
管
材
特

性
、さ
ら
に
は
接
合
時
に
細
か
い
部
材
を
必
要
と

し
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
施
工
者
か
ら
の
評
価
も

高
い
。
そ
れ
以
外
で
も
、熱
海
は
国
内
有
数
の
温

泉
地
で
あ
り
、観
光
客
へ
の
配
慮
か
ら
、直
管
の
切

断
に
は
騒
音
の
問
題
に
神
経
が
使
わ
れ
る
。こ
れ

ま
で
、金
属
管
を
切
断
す
る
際
、す
り
鉢
状
の
斜

面
に
こ
だ
ま
し
、度
々
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
た
。

細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、同
じ
管
材
を
切
る
の
で

も
騒
音
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
の
方
が
遥
か
に
小
さ

く
生
活
環
境
に
優
し
い
。
 

　
今
で
は
工
事
コ
ス
ト
面
か
ら
も
他
の
耐
震
管
と

比
べ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、φ
1
5
0
以
下

の
更
新
工
事
は
全
て
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
漏
水
や
断
水
な

ど
防
ぐ
た
め
1
m
で
も
長
く
更
新
工
事
を
進
め

た
い
」
。
そ
ん
な
水
道
事
業
者
の
熱
い
思
い
が
市
民

の
生
活
を
守
っ
て
い
る
。
 

熱海市上下水道温泉部 
水道温泉課 
井手尾 達 さま 

熱海市上下水道温泉部 
水道温泉課 
三神 賢一 さま 

陸継ぎで効率的な配管工事が行われる。 工事費を押さえるため、ガス管の工事と同時に更新工事を行う。 

優
れ
た
耐
震
化
計
画
に
参
画
す
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
 

神
奈
川
県 

横
須
賀
市
で
の
取
り
組
み 

横須賀市 
上下水道局 
長谷川 浩市 さま 

横須賀市 
上下水道局 
濱崎 喜健 さま 

横須賀市 
上下水道局 
松岡 智昭 さま 

全
国
の
先
駆
け
と
な
る
震
災
対
策 

 　
横
須
賀
市
は
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
を
経

験
。
活
断
層
も
3
箇
所
あ
り
、早
い
段
階
か
ら
震

災
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
昭
和
54
年
か
ら
震
災
対

策
事
業
に
着
手
し
、そ
の
事
業
の
一
貫
で
昭
和
60

年
に
は
全
市
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
盤
に
合
っ
た
水
道
管
材
を
選
択
し
耐
震
化

を
行
っ
て
き
た
。そ
の
結
果
、同
市
が
定
め
た
管
路

耐
震
化
適
合
率
は
83
％
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
 

 

多
面
的
な
耐
震
化
を
実
施
 

 　
横
須
賀
市
の
水
道
事
業
は
、本
年
で
ち
ょ
う
ど

1
0
0
年
を
迎
え
る
。
現
在
、昭
和
40
年
以
前
の

老
朽
化
し
た
鋳
鉄
管
や
無
ラ
イ
ニ
ン
グ
鉄
管
が
残

っ
て
お
り
、今
後
3
年
ぐ
ら
い
で
全
て
更
新
す
る
予

定
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
の
は
、

そ
れ
以
降
の
管
路
。
ち
ょ
う
ど
高
度
成
長
時
代
に

布
設
さ
れ
た
膨
大
な
管
路
で
、更
新
が
必
要
な
管

路
が
多
い
。こ
れ
ら
の
管
路
を
計
画
的
に
耐
震
管

に
入
れ
替
え
、耐
震
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
 

　
市
内
の
水
道
管
路
は
約
1
4
0
0
k
m
に
も

及
び
、当
然
一
気
に
耐
震
化
を
行
う
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。そ
こ
で
ま
ず
、市
内
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

管
網
状
に
な
っ
た
管
路
の
骨
格
と
な
る
基
幹
部
分

を
重
点
的
に
耐
震
化
を
行
っ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、た
と
え
被
災
し
て
も
す
ぐ
に
拠
点
給
水
が
行

え
、被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、更
新
工
事
の
優
先
順
位
も
重
要
な
要

素
。
漏
水
の
多
い
所
、ま
た
学
校
や
広
域
避
難
所
が

あ
る
所
を
重
点
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。こ
の
よ

う
に
、耐
震
化
を
効
率
的
に
、多
面
的
に
行
う
こ
と

で
よ
り
良
い
水
道
管
路
を
再
構
築
し
て
い
る
。 

 

施
工
条
件
に
合
わ
せ
て
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
採
用
 

 　
横
須
賀
市

に
は
小
口
径

の
管
路
も
た

く
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
、こ

れ
ら
に
対
し

て
も
耐
震
化

を
進
め
る
た

め
小
口
径
の

耐
震
管
材
を

探
し
て
い
た
。

そ
れ
で
白
羽

の
矢
が
立
っ
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
。
平
成
9
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
試
験
施

工
を
行
い
、地
震
被
害
調
査
な
ど
総
合
的
に
評

価
を
行
っ
た
。
平
成
19
年
4
月
に
作
成
し
た
耐

震
化
基
準
で
は
、φ
50
〜
200
の
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
が
一
括
採
用
さ
れ
、φ
50
の
管
路

は
全
て
更
新
お
よ
び
新
設
管
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、山
の
尾
根
な
ど
難
工
事
が
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、軽
量
な
ど
の
特
性
を
活

か
し
て
φ
75
〜
200
の
口
径
で
も
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
が
使
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
横

須
賀
市
は
山
も
多
く
、隣
の
山
に
尾
根
越
え
で

配
水
管
を
通
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
現
場
に

は
軽
く
て
施
工
性
の
良
い
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
が
最
適
。
鋳
鉄
管
な
ど
と
比
べ
る
と

ま
だ
歴
史
の
浅
い
管
材
の
た
め
今
後
、そ
の
特

性
が
理
解
さ
れ
れ
ば
も
っ
と
使
用
量
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。
 

狭い掘削穴でのEFベンドの融着 

配水施設整備事業（φ400mm）更新計画 

56



新
規
工
事
で
も
更
新
工
事
で
も
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
 

特集 「地震に強い」地域を作る ■ 

岐
阜
県 

恵
那
市
で
の
取
り
組
み 

恵那市 水道環境部水道課 
吉田 正人 さま 

陸継ぎされた管路が配管を待つ。 

このようなカーブの道で生曲げで施行できるのも水道配水用ポリエチレン管の特長。 

市
町
村
合
併
で
拡
大
し
た 

水
道
事
業
を
統
一
 

 　
平
成
16
年
10
月
、恵
那
市
、岩
村
町
、山
岡
町
、

明
智
町
、串
原
村
、上
矢
作
町
は
合
併
を
し
て

新
し
い
恵
那
市
が
誕
生
し
た
。
こ
の
合
併
に
よ

り
、上
水
道
が
1
地
区
、簡
易
水
道
が
19
地
区
、

そ
の
他
が
2
地
区
と
な
り
、今
後
、こ
れ
ら
の
水

道
事
業
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
市
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
に
多
様
な
水
道
事
業
を
行
う
恵

那
市
で
の
水
道
の
始
ま
り
は
昭
和
31
年
。一
番

古
い
施
設
や
管
路
は
約
50
年
を
経
過
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
同
様
、施
設
や
管
路
の
更
新
工
事

と
と
も
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
恵
那
市
は
、
重
要
な
配
水
池
の
緊
急

し
ゃ
断
弁
設
置
に
着
手
し
て
お
り
、老
朽
管
の

更
新
も
平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
更

新
の
対
象
と
な
る
の
は
F
C
管
（
鋳
鉄
管
）に

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
で
、φ
75
〜
150
の
管
路
が

多
い
。
管
路
の
更
新
を
行
う
際
に
問
題
と
な
っ

た
の
が
、
管
種
の
選
定
。
旧
恵
那
市
で
は
鋳
鉄

管
、そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
塩
化
ビ
ニ
ル
管
が

主
に
使
わ
れ
て
き
た
た
め
、こ
れ
ら
を
統
一
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

他
の
自
治
体
の 

採
用
状
況
も
参
考
に
 

 　
更
新
す
る
管
種
の
選
択
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

た
の
が
、
施
工
性
と
経
済
性
。
市
街
地
で
の
施

工
現
場
で
は
迅
速
な
布
設
替
え
が
必
要
で
あ
り
、

重
機
な
ど
を
使
用
せ
ず
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
工
事

が
で
き
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
施

工
性
が
評
価
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、施
工
性
が
良
い

こ
と
で
当
然
工
事
費
の
縮
減
が
期
待
で
き
る
。

検
討
段
階
で
は
、近
隣
の
土
岐
市
で
の
採
用
状

況
を
参
考
に
し
た
。
土
岐
市
で
は
平
成
15
年
か

ら
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て

お
り
、施
工
現
場
の
見
学
や
情
報
交
換
を
行
い

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
メ
リ
ッ
ト
を
確

認
し
た
。
　
 

新
設
の
工
事
で
も 

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管 

 　
恵
那
市
が
今
年
度
も
っ
と
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、水
道
の
未
普
及
地
区
の
上
水
お
よ
び
簡

易
水
道
整
備
。
安
全
で
安
心
の
水
道
水
を
供
給

す
る
こ
と
と
、渇
水
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
は
山
の
斜
面
に
開
け
た
中
山
間

地
で
急
傾
斜
の
所
が
多
く
、ま
た
カ
ー
ブ
の
道
も

多
い
。
ま
さ
に
施
工
性
が
要
求
さ
れ
る
現
場
。こ

こ
で
も
、軽
量
で
柔
軟
性
の
あ
る
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
。こ
の

よ
う
に
新
設
工
事
で
も
更
新
工
事
で
も
、施
工

性
に
優
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
、

新
し
い
恵
那
市
の
水
道
事
業
を
支
え
て
い
く
。
 

■ こんにちは！ 工事店さま訪問記 

工
事
店
さ
ま
訪
問
記 

工
事
店
さ
ま
訪
問
記 

株
式
会
社 

ベ
ク
ト
総
業 

弛
ま
ぬ
努
力
で
必
然
的
な
幸
運
を
呼
び
込
む 

株式会社 ベクト総業 
本　社：鳥取県倉吉市井手畑158番地 
主業務：冷暖房空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道設備・冷凍冷蔵設備・ 
　　　 消火設備・厨房設備・内装工事等の設計、施工、保守管理業務・古物の売買 

　
ど
ん
な
困
難
も
肯
定
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
は
強
い
。
中
学
時
代
の
け
が
が
原
因
で
中
学

や
高
校
の
と
き
に
長
期
療
養
か
ら
留
年
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
石
賀
氏
も
そ
ん
な
一
人
か
も
し
れ
な

い
。
中
学
の
時
に
は
40
度
を
超
え
る
高
熱
に
う
な

さ
れ
、生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
。「
三
途
の
川
を

数
歩
進
ん
だ
と
き
に
母
親
に
呼
び
戻
さ
れ
た
ん
で

す
。あ
の
時
に
運
良
く
踏
み
と
ど
ま
れ
た
か
ら
、今

が
あ
る
の
で
す
」
と
本
当
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
語

る
。
し
か
し
、当
時
は
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
、ず
い
ぶ
ん
性
格
的
に
屈

折
し
て
い
た
と
自
ら
を
分
析
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
、

心
理
学
書
や
哲
学
書
な
ど
難
解
な
本
の
読
書
に

ぶ
つ
け
た
。お
か
げ
で
人
よ
り
勉
強
が
で
き
、大
学

に
ス
ト
レ
ー
ト
で
合
格
で
き
た
と
、ま
た
幸
運
を

喜
ぶ
。
 

　
そ
し
て
大
学
進
学
の
た
め
、の
ど
か
な
倉
吉
か

ら
大
都
会
の
東
京
に
上
京
。
学
生
寮
で
は
麻
雀
や

競
馬
を
覚
え
、ほ
と
ん
ど
勉
強
を
し
な
い
。
当
然
、

就
職
活
動
も
う
ま
く
い
く
は
ず
も
な
く
、応
募
し

た
5
社
の
入
社
試
験
は
全
て
不
合
格
と
な
っ
た
。

し
か
し
、こ
こ
で
新
た
な
幸
運
が
巡
っ
て
き
た
。
最

後
に
受
け
た
会
社
で
内
定
を
も
ら
い
、そ
の
給
与

は
新
卒
公
務
員
の
2
倍
と
い
う
破
格
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、4
年
間
、東
京
で
会
社
を
転
々
し

な
が
ら
様
々
な
営
業
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
。
 

　
昭
和
47
年
に
倉
吉
に
戻
っ
た
石
賀
氏
は
、地
元

の
設
備
会
社
に
営
業
と
し
て
入
社
。こ
れ
ま
で
営

業
畑
一
筋
で
頑
張
っ
て
き
た
た
め
、設
計
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
工
具
の
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
自

分
で
技
術
的
な
部
分
を
補
強
す
る
た
め
早
朝
よ

り
30
分
程
度
、毎
日
管
工
事
に
関
す
る
勉
強
を
し

必
要
な
資
格
を
短
期
間
で
取
得
。
自
ら
設
備
の

設
計
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
物
理
が
嫌
い

で
法
学
部
に
進
み
な
が
ら
、仕
事
で
負
荷
計
算
や

風
速
、風
量
、摩
擦
損
失
な
ど
、技
術
的
な
こ
と
が

面
白
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、人
間
っ
て
変
わ

る
も
の
で
す
」
と
笑
う
。
 

　
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
、営
業
課

長
の
地
位
ま
で
登
り
な
が
ら
も
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
仕
事
仲
間
と
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

顧
客
も
無
い
の
に
で
あ
る
。
普
通
で
あ
れ
ば
、数
ヶ

月
も
持
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、ま
た
幸
運
が

や
っ
て
来
た
。
会
社
を
設
立
し
た
昭
和
56
年
2
月

は
強
烈
な
寒
波
が
鳥
取
県
地
方
を
襲
っ
た
。ポ
ン

プ
や
減
圧
弁
の
故
障
が
相
次
ぎ
、既
存
の
業
者
が

対
応
で
き
ず
、な
ん
と
か
仕
事
が
で
き
た
。さ
ら
に
、

そ
の
夏
は
猛
暑
の
お
か
げ
で
ク
ー
ラ
ー
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
、苦
し
い
創
業
期
を
乗
り
越
え
た
。
 

　
し
か
し
、幸
運
だ
け
で
は
会
社
は
続
か
な
い
。
会

社
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、効
率
の
良
い
営

業
活
動
で
顧
客
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
東
京
で
の
営
業
時
代
、レ
ジ
ス
タ
ー
の
販
売

で
毎
日
80
件
以
上
飛
び
込
み
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た

が
、そ
の
成
約
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、知
人
か
ら
紹
介
を
受
け
る
と
、高
い
確
率
で
成

約
へ
と
結
び
つ
い
た
。こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、新

し
い
顧
客
を
獲
得
す
る
に
は
紹
介
の
力
は
偉
大
で

あ
る
こ
と
を
認
識
。
紹
介
を
得
る
幅
広
い
人
間
関

係
と
自
分
の
信
用
を
構
築
す
る
た
め
、仕
事
に
遊

び
に
時
間
を
費
や
し
て
き
た
。
 

　
建
築
業
界
が
落
ち
込
む
中
で
、ど
の
よ
う
に
し

て
生
き
残
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
い
に
、ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
進
化
論
の
「
適
者
生
存
」
を
引
用
し
、企
業
も

生
物
と
同
様
に
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
語
る
。
本
業
の
管
工
事
を
考

え
た
場
合
、人
間
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
変
わ
ら
な
い

以
上
、無
く
な
り
は
し
な
い
。し
か
し
、同
じ
よ
う

な
仕
事
が
で
き
る
会
社
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、顧

客
が
何
を
基
準
で
業
者
を
選
定
す
る
の
か
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
結
論
と
し
て
、社
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
考
え
る
ベ
ク
ト
総
業
で
は
、「
1
Ｋ

（
感
謝
）5
Ｓ（
誠
実
、責
任
、正
確
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
）」
を
行
動
理
念
に
し
、顧
客
に
選

ば
れ
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
本
業
の
改
革
と
と
も
に
新
た
な
分
野
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
忘
れ
な
い
。
本
社
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
家
具
、家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
も
そ

の
一
つ
。「
決
し
て
儲
か
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

損
は
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
笑
う
。
ま
た
最
近
、開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
岩
盤
浴
ベ
ッ
ド
」
と
い

う
新
商
品
。
岩
盤
浴
は
、天
然
鉱
石
の
上
に
寝
こ

ろ
ぶ
こ
と
で
効
果
的
な
発
汗
を
促
し
、身
体
を
温

め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

同
社
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
ち
運
び
も
で
き
る
家

庭
用
の
岩
盤
浴
ベ
ッ
ド
を
開
発
し
、全
国
展
開
を

模
索
し
て
い
る
。
 

　
「
私
は
そ
れ
ほ
ど
時
代
が
読
め
る
と
は
思
わ
な

い
が
、大
き
く
外
さ
な
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
」

と
謙
遜
し
な
が
ら
も
、確
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
に

向
け
て
知
恵
を
絞
る
。
そ
ん
な
弛
ま
ぬ
努
力
が
必

然
的
な
幸
運
を
呼
び
込
ん
で
ゆ
く
。
 

昭
和
19
年
鳥
取
県
倉
吉
市
に
生
ま
れ
る
。
中
央
大
学
法
学
部
卒

業
後
、東
京
で
4
年
間
、営
業
業
務
を
経
験
し
、帰
郷
。地
元
の
設

備
会
社
に
9
年
間
勤
務
し
た
後
、独
立
。
昭
和
56
年
、株
式
会
社

ベ
ク
ト
総
業
を
設
立
し
、代
表
取
締
役
に
就
任
。
管
工
事
だ
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
新
規
事
業
を
生
み
出
す
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。 

代
表
取
締
役
　
石
賀
和
夫
さ
ま
 

こ
ん
に
ち
は
！ 
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2F 汚
水

2F 汚
水

1F 汚水汚水

1F 汚水

1F 雑俳水

1F 雑俳水

2F トイレ 

1F トイレ 

通気弁内蔵により安定 
した排水性能を実現。 

基礎貫通箇所を大幅に削減。 

特　長 
1 床下合流により基礎貫通を集約、宅地ますの施工手
間を軽減します。 

2 流入管の接続高さが低く、勾配の確保が容易です。 
軽減減

1 製品コンパクト＆壁際配管により、床下すっきり維持
管理者の床下移動を考えました。 

2 宅地ますが減って外構すっきり。 
すっきりっきり

安心心

2 合流継手において排水を瞬時排
出＆基礎貫通径100を採用、排水
管のつまりを考慮した設計です。 

3 逆流止水機能付通気弁の内蔵により下流側の配
管に関わらず、破封を防ぎます。※臭気は漏れない構造です。 

4 排水合流継手は、通気弁を含めて
0.1MPａ×１分間の耐圧性能を満足します。 

1 一世帯分の排水（雑
排水5器具＋汚水2器
具）を合流可能です。 

3 吸気 

こだわりの設計 

2 瞬時 
排出 

2 瞬時 
排出 

4 耐圧は0.1MPa仕様 

流出径100

流入径75 流入径75

流入径75

施工を軽減、管路はすっきり、 
安心性能の3拍子そろった 

排水革命 

製品案内 低層住宅用 排水合流継手 

住宅の品質確保促進法
｢維持管理への配慮｣の
項目において等級2以上
に対応できます。 

貫通パック（低層住宅用 基礎貫通継手）別売 

5 掃除口径150を採用。良好な維持管理
性を実現しました。 ※通常は排水器具より維持管理具を挿入します。 

水廻りの
排水を1本に
まとめることが
できます。

戸
建
て
住
宅
排
水
管
工
事
　
神
奈
川
県 

小
田
原
市 

■ Field Report Now　施工現場レポート Field Report Now ／ 施工現場レポート 

基
礎
貫
通
箇
所
を
削
減
し 

施
工
を
省
力
化
す
る
K
C
ユ
カ
マ
ス 

通
気
弁
内
蔵
で
優
れ
た
排
水
性
能
を
実
現
す
る 

K
C
ユ
カ
マ
ス
が
本
誌
初
登
場 

施工完了 
トイレ後部にセットされたKCユカマスから 
枝管の施工が完了 

有限会社 小島設備
小島 亮太郎さん 

配管の状態 
KCユカマスから手前へ2階への立て管へ、
奥にはキッチンへの配管が延びる。 

排水枝管の接続 
専用接着剤でVUパイプ75を接続する。 

KCユカマスの内部 
右が蓋本体を外し、左が仕切板を外した様子。 

支持金具の取付け 
勾配を確認しながら支持金具を取り付ける。 

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
曽
我
梅
林
で
は
、2
月

上
旬
か
ら
「
梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、富
士
山
や

箱
根
の
山
々
を
背
景
に
、約
3
万
5
千
本
の
梅
が

咲
き
誇
る
。
梅
ま
つ
り
の
最
寄
り
駅
と
な
る
J
R

御
殿
場
線
、下
曽
我
駅
は
期
間
中
、多
く
の
行
楽

客
で
賑
わ
う
。
 

　
そ
の
下
曽
我
駅
か
ら
徒
歩
5
分
と
い
う
便
利

な
住
宅
地
が
、今
回
の
施
工
現
場
。
基
礎
工
事
か

ら
棟
上
げ
工
事
が
終
了
し
、ち
ょ
う
ど
給
排
水
の

配
管
工
事
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
 

　
排
水
管
工
事
と
い
え
ば
、通
常
キ
ッ
チ
ン
、洗
面
、洗

濯
、バ
ス
、ト
イ
レ
と
い
っ
た
水
廻
り
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
基

礎
貫
通
部
分
を
通
し
て
宅
地
ま
す
へ
配
管
を
行
う
。

こ
の
た
め
基
礎
貫
通
部
分
を
多
数
設
け
、同
様
に
宅

地
ま
す
も
数
多
く
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
外
構
工
事
の
施
工
手
間
を
軽
減
し
よ

う
と
開
発
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
低
層

住
宅
用
排
水
合
流
継
手
「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」
。各
水
廻

り
か
ら
出
さ
れ
る
排
水
を
こ
の
K
C
ユ
カ
マ
ス
に
集

め
、ま
と
め
て
宅
地
ま
す
へ
送
る
。従
来
の
継
手
で
排

水
を
集
め
る
と
管
内
圧
力
の
変
動
の
た
め
封
水
ト

ラ
ッ
プ
が
破
封
す
る
た
め
、臭
気
漏
れ
が
心
配
さ
れ

た
。K
C
ユ
カ
マ
ス
は
、そ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
体
に
逆

流
止
水
機
能
付
通
気
弁
を
内
蔵
さ
せ
破
封
を
防
ぐ

こ
と
を
特
長
と
し
て
い
る
。ま
た
、排
水
管
で
の
つ
ま

り
に
対
応
す
る
た
め
流
出
径
1
0
0
を
採
用
し
た
。 

　
今
回
の
住
宅
で
は
2
つ
の
K
C
ユ
カ
マ
ス
を
使
用
。

１
つ
は
１
階
の
バ
ス
、洗
面
、洗
濯
と
ト
イ
レ
の
排
水

を
集
水
。も
う
一つ
は
キ
ッ
チ
ン
と
2
階
の
ト
イ
レ
と

洗
面
の
排
水
を
集
水
す
る
。
住
宅
の
設
計
を
手
掛

け
た
株
式
会
社
建
匠
の
金
阿
弥
直
人
さ
ん
は
、K
C

ユ
カ
マ
ス
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、「
住
宅
が
隣
接
し
て
い

る
部
分
が
あ
り
、外
構
工
事
の
負
担
を
考
慮
し
た
場

合
、K
C
ユ
カ
マ
ス
は
使
い
や
す
い
と
判
断
し
た
」
と
、

こ
の
設
計
プ
ラ
ン
に
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
を
示
唆
し
た
。 

　
排
水
管
の
施
工
は
、K
C
ユ
カ
マ
ス
を
ト
イ
レ
後

部
に
設
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
。
K
C
ユ
カ
マ
ス

の
流
出
口
に
接
着
剤
を
塗
布
し
、基
礎
部
分
の
立

ち
上
が
り
管
に
接
着
接
合
し
た
。ト
イ
レ
、洗
面
、バ

ス
へ
と
排
水
枝
管
を
接
着
接
合
し
、後
は
勾
配
を
付

け
な
が
ら
支
持
金
具
を
取
り
付
け
て
施
工
が
終
了
。

K
C
ユ
カ
マ
ス
お
よ
び
そ
の
排
水
枝
管
は
、基
礎
の

壁
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
さ
れ
、引
き
続
き
行
わ
れ
た
給
水
管
の
施
工
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。
実
際
に
施
工
を
行
っ
た
有
限

会
社
小
島
設
備
の
小
島
亮
太
郎
さ
ん
は
、「
特
別

な
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、通
常
の
排
水
管
工
事

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
作
業
も
思
っ
た
よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
」
と
施
工
性
の
良
さ
を
指
摘
。ま
た
、外

構
工
事
を
含
め
た
施
工
の
負
担
に
つ
い
て
は
、「
K
C

ユ
カ
マ
ス
を
設
置
す
る
場
合
、枝
管
が
若
干
、長
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、基
礎
貫
通
部
分
や
宅
ま
す

を
多
く
設
置
す
る
外
構
工
事
の
負
担
が
少
な
く
な

る
分
、施
工
は
ず
い
ぶ
ん
楽
で
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。 

　
K
C
ユ
カ
マ
ス
の
長
所
は
、施
工
性
や
排
水
性

能
だ
け
で
は
な
い
。
住
宅
の
廻
り
に
設
置
さ
れ
る

宅
地
ま
す
か
ら
の
点
検
用
ふ
た
の
数
が
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
た
め
、敷
地
内
の
美
観
も
向
上
す
る
。

今
年
の
春
に
は
建
築
工
事
が
完
了
す
る
。
新
生
活

の
始
ま
り
と
と
も
に
K
C
ユ
カ
マ
ス
の
真
価
が
発

揮
さ
れ
る
。
 

トイレ 

2階へ 

キッチン 

洗面所 

バスルーム バスルーム 

蓋本体 

仕切板 

キャップ75

通気弁 

抜け止めリング 

流入径75

流出径100

掃除口径150

KCユカマスの構造 1階 排水管路 建築現場風景 

株式会社 建匠 
金阿弥 直人さん 
かな　あ　 み 

KCユカマス 

宅地ます 

163号で 
紹介した 
新製品 
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製品案内 

人にやさしく、環境にもやさしい 

雨水貯留浸透槽 

※財団法人下水道新技術推進機構建設技術審査証明取得 
（雨水流出抑制施設 スタジアム） 

トレンチから公園、学校、駐車場など 
用 途 

特　長 
施工が早い 

維持管理性の向上 環境負荷の低減 

槽内をカメラ付き自走ロボットや
バキュームホースが通過できます。 

本体に持ち手が付いてスピード施工が可能です。 

パレットレス輸送により、使用
後のパレット回収、産業廃棄物
処理が不要です。 

雨
水
貯
留
浸
透
槽
設
置
工
事
　
東
京
都 

三
鷹
市 

■ Field Report Now　施工現場レポート Field Report Now ／ 施工現場レポート 

合
流
式
下
水
道
の
改
善
に
活
躍
す
る 

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム 

構
成
部
材
を
減
ら
し
た
雨
水
貯
留
浸
透
製
品 

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
の
優
れ
た
施
工
性
を
検
証 

施工状況 

施工現場周辺 
三鷹市上雀7丁目、連雀通りからの市道 

集砂受枠の取付け 
集砂受枠は固定継手でワンタッチで固定
できる。 

集砂受枠がセットされた状態 
スタジアムの本体に集砂受枠が取り付け
られる。 

不織布の巻き付け 
部材の取付けが終了した後、透水シート
を巻き付けて施工が完了する。 

梱包材なしで納入 
スタジアム本体は重ねて搬送できるように設計
されているため、パレットや梱包材を必要としない。 

ゴミ除去 
フィルター 

施工現場見学会 
RAIN望スタジアムの正式採用を前に
地元の施工会社を集めての施工見学
会が行われ、施工方法について活発
な意見交換が行われた。 

左から三鷹市都市整備部下水道課の 
中村英明さん、百沢昌浩さん、林政志さん 

株式会社 
武蔵野トランスポート 
長谷川 龍雄さん 

雨水貯留浸透施設イメージ図 

雨水ます 

RAIN望 
スタジアム 

点検孔 点検孔 透水シート 

ゴミ除去フィルター 

下水本管 

　
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
三
鷹
市
は
、

都
立
井
の
頭
恩
賜
公
園
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、「
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
」
と
い
っ
た
文
化
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。三
鷹

市
で
は
、そ
の
基
本
構
想
の
中
で
「
高
環
境
・
高
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
8
つ
の
施
策
を
提

言
し
、「
安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
空
間
の
ま

ち
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
 

　
そ
ん
な
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、不
可
欠
な
の
が
下
水
道
の
充
実
。
三
鷹

市
の
下
水
道
整
備
は
、
昭
和
48
年
に
整
備
率

1
0
0
％
に
達
し
た
が
、水
洗
化
の
普
及
や
浸
水

被
害
解
消
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
目
的
か
ら
計

画
の
83
％
に
合
流
式
下
水
道
が
採
用
さ
れ
た
。こ

の
た
め
大
量
の
雨
が
降
っ
た
場
合
、雨
水
と
混
じ
っ

た
汚
水
の
一
部
が
仙
川
や
野
川
と
い
っ
た
地
元
河

川
に
放
流
さ
れ
、水
質
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
一
因

と
な
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
完
全
分
流
化
が
検

討
さ
れ
た
も
の
の
、多
大
な
事
業
費
が
必
要
と
な

る
と
い
う
こ
と
で
実
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、三
鷹
市
は
平
成
14
年
度
か
ら
「
道
路
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
」
の
試
験
施
工
を
行
い
、効
果
を
確

認
し
た
う
え
で
、平
成
16
年
度
に
策
定
し
た
「
三

鷹
市
合
流
式
下
水
道
改
善
計
画
」
に
対
策
施
設

と
し
て
位
置
づ
け
、お
よ
そ
10
年
間
で
市
道
面
積

の
約
10
％
を
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
平
成

17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、平
成
19
年

度
末
で
約
30
％
が
完
了
し
て
い
る
。
 

　
計
画
の
4
年
目
と
な
る
平
成
20
年
度
に
向
け

て
三
鷹
市
は
、新
し
い
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
必
要
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
が
、施
工
性
の
改
善
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き

る
こ
と
。こ
れ
は
従
来
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

施
工
に
手
間
取
っ
て
き
た
こ
と
と
、長
期
の
使
用
の

間
に
施
設
内
部
に
堆
積
す
る
細
か
な
ゴ
ミ
を
容
易

に
清
掃
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。そ
こ
で
今
回
、

試
験
施
工
と
な
っ
た
の
が
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の「
R
A
I
N

望
ス
タ
ジ
ア
ム
」
。
雨
水
貯
留
浸
透
製
品
で
お
な
じ

み
R
A
I
N
望
シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品
で
あ
る
。
 

　
試
験
施
工
を
設
計
し
た
三
鷹
市
都
市
整
備
部

下
水
道
課
の
百
沢
昌
浩
さ
ん
は
、「
雨
水
を
貯
留

で
き
る
製
品
は
あ
る
も
の
の
、点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
る
。
そ
の
点

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、施
設
の
底
部
に
集

砂
受
枠
を
設
置
で
き
、高
圧
洗
浄
で
の
清
掃
性
能

が
実
証
さ
れ
て
い
る
」
と
テ
ス
ト
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

を
語
っ
た
。
ま
た
、集
砂
受
枠
の
取
付
け
方
法
や

施
設
同
士
を
接
続
す
る
方
法
も
簡
単
に
な
っ
て
お

り
、施
工
性
向
上
に
も
期
待
を
寄
せ
る
。こ
れ
ら
の

特
長
の
ほ
か
、R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
は
パ
レ
ッ

ト
や
梱
包
材
を
使
用
せ
ず
搬
送
で
き
る
「
環
境
に

や
さ
し
い
」
こ
と
を
大
き
な
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
お
り
、こ
れ
は
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
三
鷹
市
の
基
本
理
念
と
も
一
致
す
る
。
 

　
一
方
、工
事
の
指
揮
を
執
る
株
式
会
社
武
蔵
野

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
長
谷
川
龍
雄
さ
ん
も

R
A
I
N
望
『
ス
タ
ジ
ア
ム
』
の
施
工
性
の
良
さ

を
評
価
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
三
鷹
市
で
行
わ
れ

て
き
た
雨
水
貯
留
貯
留
浸
透
施
設
に
比
べ
、構
成

部
材
が
少
な
く
、狭
い
掘
削
幅
で
も
容
易
に
組
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
語
る
。
 

　
ま
た
今
回
、R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
と
と
も
に

試
験
施
工
さ
れ
た
の
が「
ゴ
ミ
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
」
。

集
水
口
か
ら
雨
水
ま
す
に
流
入
す
る
ゴ
ミ
を
除
去

す
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
あ
る
。
大
、小
2
つ
の
バ

ケ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
、内
側
の
小
バ
ケ
ッ
ト
に
ゴ
ミ
が

詰
ま
っ
て
も
、外
側
の
大
バ
ケ
ッ
ト
に
雨
水
が
流
れ

込
む
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
フ
ィ
ル
タ

ー
部
分
で
の
雨
水
の
逆
流
を
防
ぐ
ほ
か
、ゴ
ミ
の
清

掃
頻
度
を
減
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
評
価
は
高
い
。

　
こ
の
試
験
施
工
を
経
て
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア

ム
と
ゴ
ミ
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、平
成
20
年
度
か
ら

正
式
採
用
さ
れ
る
予
定
だ
。
市
内
を
流
れ
る
河
川

の
水
質
を
守
り
、ま
た
未
処
理
下
水
に
含
ま
れ
る

ご
み
な
ど
で
河
川
の
景
観
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、

そ
れ
ら
の
性
能
に
期
待
が
高
ま
る
。
 

お
ん
し
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製品案内 

ショッピングセンター、校庭、運動場など 用 途 

特 長 

1m2大型パネルによるスピード施工。 
大きな開口部を持つ優れた維持管理性能 
RAIN望ケーブは、大型施設の駐車場や運動場などの下にプラスチック製の大型パネル
で立体のユニットを構築し、雨水を貯める、雨水貯留浸透製品です。 

※外側のシートを変更することで雨水貯留槽、雨水浸透槽、雨水貯留浸透槽としてご使用いただける 
　雨水流出抑制可能な製品です。 

雨水貯留浸透槽 

※財団法人 下水道新技術推進機構 
　建設技術審査証明取得 
（雨水流出抑制施設 プラスチック製貯留・浸透施設） 

雨
水
調
整
池
設
置
工
事
　
沖
縄
県 

沖
縄
市 

■ Field Report Now　施工現場レポート Field Report Now ／ 施工現場レポート 

施
工
後
の
維
持
管
理
に
適
し
た
R
A
I
N
望
ケ
ー
ブ 

施工現場全景（小学校の校庭に約1万m3の貯水量を誇る雨水貯留施設を設置） RAIN望ケーブ組立風景 管理ますから雨水貯留槽への断面図 

ポンプ室（貯留した雨水を雨水管に戻す） 本体の取付け 側板の取付け 

株式会社基土木 工事部 
仲宗根 徹さん 

福山商事株式会社 工事課　 
平良安広さん 

本体の貫通部（点検の際の通路） 

　
平
成
13
年
9
月
、台
風
16
号
は
沖
縄
県
で
猛

威
を
振
る
い
、最
大
の
被
災
地
と
な
っ
た
沖
縄
市

で
は
1
時
間
の
最
大
降
雨
量
が
1
0
0
m
m
を

越
え
、そ
の
結
果
、床
上
浸
水
5
0
0
戸
以
上
、

床
下
浸
水
1
0
0
戸
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害

が
出
た
。
沖
縄
市
で
は
そ
れ
以
後
も
度
々
、浸
水

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
 

　
浸
水
の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
、沖
縄
県
が
台
風
の

通
り
道
と
い
う
地
勢
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、か

つ
て
田
畑
で
あ
っ
た
土
地
が
宅
地
化
さ
れ
雨
水
が

土
地
に
浸
透
し
な
い
と
い
う
都
市
特
有
の
原
因
が

大
き
い
。
施
工
現
場
と
な
っ
た
沖
縄
市
久
保
田
地

区
に
あ
る
沖
縄
市
立
島
袋
小
学
校
周
辺
は
、住
宅

が
建
ち
並
び
、道
路
は
舗
装
さ
れ
雨
水
を
吸
収
す

る
土
地
は
殆
ど
見
あ
た
ら
な
い
。ま
た
、土
地
は
起

伏
に
富
み
、雨
が
降
れ
ば
回
り
の
高
台
か
ら
一
気
に

小
学
校
の
周
辺
に
流
れ
込
み
、さ
ら
に
低
い
土
地

へ
と
流
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
立
地
条
件
か
ら
小
学

校
の
校
庭
に
雨
水
貯
留
槽
を
埋
設
し
、小
学
校
よ

り
も
低
い
土
地
で
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
に
工
事
が
計
画
さ
れ
た
。
 

　
設
置
さ
れ
た
一
連
の
シ
ス
テ
ム
は
沈
砂
槽
、雨
水

貯
留
槽
、ポ
ン
プ
室
に
分
か
れ
る
。
雨
水
管
に
許

容
量
以
上
の
雨
が
流
入
す
る
と
、沈
砂
槽
で
砂
な

ど
を
除
去
し
た
後
、い
っ
た
ん
雨
水
貯
留
槽
に
貯

め
ら
れ
、雨
量
が
少
な
く
な
っ
た
段
階
で
ポ
ン
プ
で

再
び
雨
水
管
に
戻
さ
れ
る
。
周
辺
の
土
壌
が
粘
土

層
の
た
め
、地
中
に
雨
水
が
浸
透
し
な
い
こ
と
か

ら
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
適
切
と
な
っ
た
。
 

　
施
設
全
体
で
約
1
万
m
の
容
積
が
あ
り
、そ
の

中
で
も
大
部
分
の
容
量
を
占
め
る
の
が
雨
水
貯
留

槽
。
大
き
な
施
設
だ
け
に
、施
工
後
の
維
持
管
理

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、こ
の
点
で
評
価
が
高
か
っ

た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
R
A
I
N
望
ケ
ー
ブ
。

「
同
製
品
を
導
入
す
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

た
の
は
、安
全
確
認
の
第
一
と
し
て
何
ら
か
の
問
題

や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
っ
た
時
、雨
水
貯
留
施
設
に
直

接
入
り
、直
視
点
検
で
き
る
こ
と
で
す
」
と
語
る

の
は
、工
事
を
統
括
す
る
株
式
会
社
基
土
木
の
仲

宗
根
徹
さ
ん
。
実
際
に
施
工
さ
れ
た
雨
水
貯
留
施

設
を
見
て
、点
検
通
路
と
な
る
円
形
の
貫
通
部
分

が
大
き
い
た
め
、水
の
抵
抗
が
少
な
く
流
動
性
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
感
想
を
語
る
。
 

　
一
方
、R
A
I
N
望
ケ
ー
ブ
の
施
工
を
担
当
す

る
福
山
商
事
株
式
会
社
の
平
良
安
広
さ
ん
は
、「
雨

水
貯
留
槽
は
沖
縄
県
で
も
始
め
て
の
工
事
な
の

で
他
の
工
事
と
比
較
は
で
き
な
い
が
、組
立
は
い

た
っ
て
簡
単
。
す
ぐ
に
慣
れ
て
、組
立
時
間
も
短

縮
し
て
い
る
。ま
た
、特
殊
技
術
の
必
要
が
な
い
た

め
、職
人
も
最
小
限
な
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
」
と

施
工
性
の
良
さ
を
強
調
し
た
。
 

　
沖
縄
県
で
は
都
市
部
の
開
発
や
近
年
の
集
中
豪
雨

で
度
々
浸
水
被
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。そ
の
現
状
に
対

し
、河
川
の
改
修
工
事
や
ダ
ム
建
設
な
ど
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
今
回
、沖
縄
市
久
保
田
地
区
に

て
沖
縄
県
初
と
な
る
雨
水
貯
留
槽
R
A
I
N
望
ケ
ー

ブ
に
よ
る
浸
水
対
策
工
事
が
行
わ
れ
た
。こ
の
雨
水

貯
留
槽
に
よ
る
効
果
が
実
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
浸
水
対
策
と
し
て
今
後
沖
縄
県
内
で
も
広
が

る
可
能
性
が
大
き
い
。そ
ん
な
重
要
な
工
事
で
あ
っ
た
。 

3

● 優れた維持管理性能 
施設内での点検・清掃など敷設後の維持管理作業が可能です。 

● 簡単施工 
特殊な工具や専門知識を必要としません。部材を組み合わせるだけで、 
簡単に施工できます。 

● コスト縮減が可能 
プラスチック製なので軽量で作業性が向上。また、部材を購入しておけば、後は現場
都合で施工可能。工期の短縮と、作業員の有効活用でコスト縮減が可能です。 

1,050

5,
28
7

3,
03
4

2,
20
0（
土
被
り
） 

10
0

G.L. 管理ます 

エアー抜管 φ150

上面外：保護シート t=4.0mm 
上面内：遮水シート t=1.5mm

VUφ600

雨水貯留槽 
（RAIN望ケーブ） 

沖
縄
発
　
雨
水
貯
留
槽
・ 

R
A
I
N
望
ケ
ー
ブ
に
よ
る
浸
水
対
策 
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※トップページより 
   それぞれのページへアクセスできます。 

■ KC NEWS KC NEWS ／ KCニュース 

RAIN望スタジアムが建設技術審査証明を取得しました。 
TOPICS

1
（財）下水道新技術推進機構 

新しく雨水貯留浸透槽RAIN望

シリーズに加わった「スタジアム」

が、平成20年3月、財団法人下

水道新技術推進機構の建設技

術審査証明を取得しました。ス

タジアムは構成部品を減らし、持

ち手を付けるなど施工性を向上。また、パレットレス輸送を可能にし、

環境負荷の低減も可能にしました。戸建て住宅から校庭や駐車場

などの各種雨水貯留浸透槽や、道路下のトレンチまで幅広くご使

用いただけます。すでに建設技術審査証明を取得している「ケーブ」

や「パネル」とともに集中豪雨や大雨による浸水対策に貢献します。 

さる3月4日、札幌コンベンションセンターにて、北海道クボタシーアイ会主催

の商品勉強会が開催されました。同会は、道内のクボタシーアイの商品を

取り扱う管工機材業者31社が一昨年に結成。今回初めてとなる勉強会に

は、定員を超える125名が参加され、クボタシーアイの各担当者から建築設

備、水道、農水、下水の各市場動向、主力商品、新製品に至るまで説明が

行われました。会場には展示会さながらに各製品がディスプレイされ、実際

に製品を手に取って、その良さを実感できる有意義な勉強会となりました。 

水 道 分 野： 
農 水 分 野： 
下 水 分 野： 
建築設備分野： 

水道配水用ポリエチレンパイプ、塩ビ管 
新地下水位制御システム「FOEAS」 
雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアム」、コンクリートます用逆止弁「カンタン君」 
低層住宅用排水合流継手「KCユカマス」、貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」、
高温排水用HT-DV継手など 

北海道クボタシーアイ会 商品勉強会開催される。 
TOPICS

3

クボタシーアイ株式会社のソフト・ハード両面で技術サポートするクボ

タシーアイプラテック株式会社のホームページを開設しました。 

ホームページでは、『管路設計支援・提案』・『レジコン弁室設計』・『管

路耐震計算ソフト販売』・『耐震計算代行』・『各種管路の挙動実験』

を始めとする業務を紹介しております。是非アクセスしてください。 

ライフラインの地震時挙動を手軽に解析できます。
管路に限らず、地中線状構造物の耐震設計、
耐震評価、更には製品工法開発に有効なプロ
グラムです。 

クボタシーアイプラテック株式会社（関連会社）がホームページを開設。 
TOPICS

4

建築技術審査証明交付式  
（平成20年3月8日） 

道路下での施工事例 建築技術審査証明書 

クボタシーアイホームページのコンテンツ拡充。 
TOPICS

2

また、弊社新製品の低層住宅用排水合流継手「KCユカマス」と貯水機能付
防災ヘッダー「貯めてるゾー」の製品紹介ページも合わせて掲載しております。
これからも随時最新情報を更新してまいりますので、PALと合わせてご覧ください。 

電子カタログページ KCユカマス紹介ページ 貯めてるゾー紹介ページ 

クボタシーアイ トップページ 

駐車場での施工事例 

会場は多くの参加者で一杯に 

クボタシーアイプラテック トップページ 

KCユカマスの展示 高温排水用HT-DV継手の展示 水道配水用ポリエチレンパイプの展示 RAIN望スタジアムの展示 

http://www.kcpt.jp（ホームページアドレス） 

業務内容  

■製品販売  

ＥＲＡＵＬ2007（3次元埋設管路の地震時挙動解析プログラム） 

強度・耐食性・対磨耗性・対凍結融解
性など優れた特性を持つレジンコンクリ
ートで水道、農水など様々な現場で使用
される弁室製品の設計・販売をいたします。 

レジコンマンホールの設計販売 

プラスチックと管路の評価技術
を熟知したスタッフが、豊富かつ
高性能な装置と設備を用いて
各種の試験・実験を行います。 

■テクニカルサポート 

受託試験・受託実験 

管路設計に経験豊富なスタッ
フが、高性能アプリケ－ションソ
フトを用いて各種の技術計算を
行います。 

技術計算代行サービス 

多くのご要望を頂戴しました弊社カタログの電子版（PDFファイル）
を、クボタシーアイのホームページに追加しました。今回は、以下の
5種類のカタログを掲載しています。 

・ クボタシーアイビニルパイプ水道・農水用 
・ クボタシーアイ水道配水用ポリエチレンパイプ 
・ クボタシーアイ建築設備配管用 
・ クボタシーアイカラーパイプ・継手 
・ クボタシーアイ下水道用総合 

●電子版カタログ（PDF）を追加 

●新製品情報も続々更新中 

http://www.kubota-ci.jp（ホームページアドレス） 

●解説された主な商品 
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に
っ
ぽ
ん
探
訪
　
沖
縄
県 

■ にっぽん探訪　沖縄県 にっぽん探訪 ／ 沖縄県  

日
本
と
中
国
の
交
差
点
、琉
球
の
文
化
を
学
ぶ
。 

大
和
と
は
趣
を
異
に
す
る
琉
球
。
町
並
み
、気
候
、食
文
化
な
ど
何
を
と
っ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。 

島
の
人
々
が
大
切
に
育
ん
で
き
た
歴
史
と
文
化
を
そ
っ
と
覗
い
て
み
た
。 

琉球王朝が風水を取り入れるため中国に使者を出し建築された。 
現在の建物は18世紀ごろの復元である。 

首里城のライトアップ 

遙
か
琉
球
王
国
の
繁
栄
を 

偲
ば
せ
る
グ
ス
ク 

②今帰仁城跡 

⑤中城城跡 

斎場御嶽 

勝連城跡勝連城跡 ④勝連城跡 

③座喜味城跡 

玉陵 

園比屋武 
御嶽石門 

 

①首里城 

那覇那覇 那覇 

識名園 

神村酒造 

ガラス工房 清天 

④勝連城跡 
うるま市勝連南風原　見学自由 
築城は12世紀頃で15世紀に亜麻和利が
城主となったときに最も栄えた。城は与勝
半島の丘陵地に築城されており、険しい
登り坂も木製の階段が整備された。最上
部からの360度のパノラマが素晴らしい。 

⑤中城城跡 
北中城村字大城503　入場料300円 
14世紀後半まで先中城按司が数世代に
渡り主要部分を築城し、その後、護佐丸
が増築したとされる。六つの郭で構成され、
その石造建築は1853年に来島したペリ
ー提督も賞賛したとされる。 

ざ き み  

①首里城　那覇市首里金城町1-2　入場料800円 
15世紀初頭に尚巴志が首里に政治の中心を移し、明治の始め
の廃藩置県まで続いた琉球王朝の城。首里の丘陵地に位置し、
東西約400ｍ、南北約200ｍの大きさで、自然の地形をうまく生か
しつつ、中国から風水を取り入れ城造りが行われた。 

しょうはし 

③座喜味城跡 
読谷村座喜味708-4　見学自由 
座喜味城は、築城家として名高い護佐丸
が、15世紀初期に築いた城といわれている。
護佐丸は中山王の尚巴志と伴に、琉球
王国の統一に大いに活躍した武将である。 

しょうはし 

あ ま わ り  

くるわ 

廃
瓶
を
利
用
し
た
手
作
り
の
味
　
琉
球
ガ
ラ
ス 

わ
が
国
最
古
の
蒸
留
酒
　
泡 

盛 

ショップも併設されていて製品が
割安で購入できる。 

ガラス工房清天のみなさん 
吹き棹を回しながら溶解したガラ
スを膨らませる作業はやはり職人技。 

グラスの外形を作っていくのも感
覚的な仕事。 

発酵がステンレスの貯蔵タンク
や甕で熟成され古酒となる。 

米麹に泡盛酵母が加わり発酵
が進む。 

神村酒造　中里 迅志さん 

左から伝統的な泡盛3年古酒の
「守禮」にオーク樽貯蔵の「暖流」、
「ガラス工房清天」で作られた泡
入りぐい飲み 

限定の泡盛や酒器が揃ったギャ
ラリー「古酒蔵」 

神村酒造 
〒904-1114 沖縄県うるま市石川嘉手苅 570番地 
TEL： 098-964-7628 （工場見学： 要予約）　 
www.kamimura-shuzo.co.jp

ガラス工房 清天　代表者：松田清春 
〒904-0301 沖縄県中頭郡読谷村座喜味162  
TEL：098-958-1346

はやし 

   　
1
9
9
2
年
に
復
元
工
事
が
完
了
し
、鮮
や
か

な
琉
球
建
築
を
再
現
し
た
首
里
城
は
、沖
縄
の
伝

統
文
化
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

沖
縄
で
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
2
0
0
0
年
に
は
、

こ
の
首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
琉
球
王
国
の
城
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
 

　
首
里
城
へ
は
「
ゆ
い
レ
ー
ル
」
の
首
里
駅
か
ら
街

中
を
歩
い
て
15
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。
多
く
の
観

光
客
が
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
守
礼
門
を
横
目
に
、

首
里
城
の
正
門
、歓
会
門
に
向
か
っ
た
。こ
の
門
は

石
灰
岩
で
で
き
た
ア
ー
チ
状
の
門
上
に
、木
造
の

や
ぐ
ら
が
乗
っ
て
お
り
、中
国
文
化
の
影
響
を
強

く
受
け
た
沖
縄
な
ら
で
は
の
印
象
深
い
建
築
で
あ

る
。
迷
路
の
よ
う
に
上
に
延
び
る
歩
道
は
、良
い
気

を
逃
さ
な
い
風
水
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
登
っ
て
行
く
と
城
郭
の
向

こ
う
に
市
街
地
や
那
覇
港
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な

り
、改
め
て
首
里
城
が
丘
陵
地
に
建
っ
て
い
る
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
、い
よ
い
よ
奉
神
門
か
ら

正
殿
へ
。
正
殿
が
あ
る
広
場
は
御
庭
と
呼
ば
れ
、こ

の
広
場
で
式
典
を
催
し
た
り
、使
者
を
迎
え
た
。

美
し
い
紅
白
の
色
分
け
は
、儀
式
に
参
列
し
た
人
々

の
地
位
を
現
す
「
目
印
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
正
殿
は
広
場
の
西
側
に

位
置
し
、独
特
の
赤
色
に
龍
を
中
心
に
荘
厳
な
装

飾
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
残
っ
て
い
た
正

殿
は
18
世
紀
の
も
の
で
、戦
後
残
っ
た
白
黒
写
真

を
元
に
、韓
国
や
中
国
の
建
築
物
も
参
考
に
し
再

建
さ
れ
た
。
龍
文
様
や
彩
色
は
中
国
か
ら
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
正
面
の
唐
破
風
は
日
本
建
築
。
中

国
と
日
本
の
中
間
に
位
置
し
た
沖
縄
な
ら
で
は

の
建
築
物
で
あ
る
。
 

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
史
跡
の
多
く
は

城
跡
で
あ
る
。
中
で
も
最
北
部
、今
帰
仁
村
の
今

帰
仁
城
跡
は
、そ
の
大
き
さ
が
首
里
城
に
も
匹
敵

し
、往
時
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る
重
要
な
遺
跡
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
石
積
み
の
平
郎
門
と
呼
ば
れ

る
正
門
を
く
ぐ
る
。
自
然
石
を
利
用
し
た
野
面

積
み
で
、他
の
城
跡
に
見
ら
れ
る
精
巧
な
作
り
で

は
な
い
が
、そ
れ
が
か
え
っ
て
古
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

階
段
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
今
帰
仁
城
の
中
心

と
な
る
３
つ
の
郭（
主
郭
、大
庭
、御
内
原
）が
あ
る
。

主
郭
や
大
庭
で
は
、か
つ
て
い
く
つ
か
の
殿
舎
が
建

ち
並
び
、城
主
が
政
務
を
執
り
行
っ
て
い
た
場
所

だ
ろ
う
か
、現
在
は
礎
石
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

今
帰
仁
城
の
一
番
の
見
所
は
、山
の
斜
面
に
延
々

と
続
く
城
壁
。
万
里
の
長
城
と
表
現
す
る
人
が
い

る
ほ
ど
、高
さ
が
6
m
、外
周
1.5
　
の
城
壁
は
圧

巻
で
あ
る
。
ま
た
、御
内
原
か
ら
見
た
東
シ
ナ
海

を
バ
ッ
ク
に
鮮
や
か
な
弧
を
描
く
城
壁
は
ま
さ
に

絶
景
で
あ
る
。
 

グ
ス
ク
 

か
ん
か
い
も
ん
 

か
ら
は
ふ

 
な

き

じ

ん

 

う
ー
み
や
ー
 
う
ー
ち
ば
る
 

km

※黒文字は世界遺産 

　
そ
の
爽
や
か
な
色
合
い
で
人
々
を
引
き
付
け
る
琉
球
ガ
ラ
ス
。
気
泡
を
意
識
的
に

取
り
入
れ
、独
特
な
味
わ
い
を
引
き
出
し
て
い
る
。
現
在
、沖
縄
本
島
を
中
心
に
ガ
ラ

ス
工
房
が
多
数
あ
り
、芸
術
作
品
か
ら
日
用
品
ま
で
幅
広
い
ガ
ラ
ス
製
品
の
製
造
が

手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
ガ
ラ
ス
工
房
の
一
つ
、読
谷
村
に
あ
る
ガ
ラ
ス
工
房

「
清
天
」
を
訪
れ
た
。
 

　
涼
し
気
な
製
品
と
は
裏
腹
に
、熱
気
に
包
ま
れ
た
工
房
で
は
5
人
の
職
人
が
各
工

程
ご
と
に
別
れ
、グ
ラ
ス
を
製
作
し
て
い
た
。
1
3
0
0
度
も
あ
る
溶
解
釜
か
ら
原

料
の
ガ
ラ
ス
を
吹
き
棹
の
先
に
巻
き
取
り
、息
を
吹
き
込
み
な
が
ら
膨
ら
ま
せ
、グ
ラ

ス
の
台
の
部
分
を
結
合
さ
せ
て
は
、飲
み
口
の
部
分
を
拡
径
す
る
。
そ
れ
そ
れ
の
作

業
は
ガ
ラ
ス
が
熱
い
う
ち
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、す
ば
や
い
作
業
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
る
。
 

　
ガ
ラ
ス
の
原
料
に
な
る
の
が
、お
酒
の
瓶
な
ど
廃
瓶
。
透
明
の
グ
ラ
ス
に
は
泡
盛
の

瓶
、茶
色
の
グ
ラ
ス
に
は
一
升
瓶
な
ど
が
使
用
さ
れ
、ま
た
、コ
バ
ル
ト
で
青
色
や
二
酸

化
マ
ン
ガ
ン
で
紫
色
な
ど
の
色
付
け
を
行
う
。グ
ラ
ス
類
や
皿
、花
瓶
、酒
器
な
ど
、ど

れ
も
日
々
の
生
活
で
使
え
る
も
の
ば
か
り
を
受
注
生
産
し
て
い
る
。
 

　
実
際
に
グ
ラ
ス
の
製
作
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
職
人
さ
ん
が
全
員
手
を
止

め
、製
作
を
サ
ポ
ー
ト
。
と
く
に
難
し
か
っ
た
の
が
、ガ
ラ
ス
を
膨
ら
ま
せ
る
工
程
。
息

の
量
で
グ
ラ
ス
の
大
き
さ
が
決
ま
る
の
だ
が
、膨
ら
ま
せ
過
ぎ
る
と
割
れ
そ
う
で
勢
い

良
く
吹
け
な
い
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
、み
な
さ
ん
の
助
け
を
い
た
だ
い
て
世
界
で
一
つ

し
か
な
い
グ
ラ
ス
が
完
成
し
た
。で
も
、よ
く
考
え
て
み
れ
ば
こ
こ
作
ら
れ
る
製
品
も

デ
ザ
イ
ン
は
同
じ
で
あ
る
が
、全
て
手
作
り
だ
か
ら
厳
密
に
は
同
じ
物
は
無
い
。
そ
れ

が
暖
か
み
の
あ
る
ガ
ラ
ス
製
品
を
生
み
出
す
秘
密
か
も
し
れ
な
い
。
 

よ
み
た
ん
そ
ん 

　
お
気
に
入
り
の
ぐ
い
飲
み
を
手
に
入
れ
た
と
こ
ろ
で
、次
は
中
身
の
泡
盛
を
求
め
て

う
る
ま
市
に
あ
る
神
村
酒
造
へ
向
か
っ
た
。
神
村
酒
造
は
明
治
15
年
に
創
業
し
、そ
の

伝
統
的
な
製
造
を
守
る
一
方
、新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
も
余
念
が
な
い
。ま
た
、工

場
見
学
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、泡
盛
の
普
及
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。 

　
ビ
デ
オ
で
簡
単
に
製
造
工
程
を
見
た
後
、工
場
に
案
内
さ
れ
た
。
入
る
と
ま
ず
発

酵
の
香
り
が
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、製
造
工
程
の
順
番
に
実
際
に
作
業
を
行
な

う
と
こ
ろ
で
説
明
を
お
聞
き
し
た
。
泡
盛
の
製
造
工
程
は
明
快
で
あ
る
。
最
初
に
タ

イ
米（
硬
質
米
）を
蒸
し
上
げ
、適
温
ま
で
冷
ま
し
黒
麹
菌
を
散
布
し
て
米
麹
を
作

る
。
次
に
仕
込
水
に
生
育
さ
せ
た
米
麹
と
泡
盛
酵
母
を
仕
込
み
約
2
週
間
の
発
酵

後
、完
成
さ
せ
た
も
ろ
み
を
蒸
留
す
る
と
泡
盛
が
生
ま
れ
る
。
 

　
常
に
う
ま
い
泡
盛
を
作
り
た
い
と
い
う
酒
造
会
社
に
も
色
々
苦
労
が
あ
る
。
解
説
い

た
だ
い
た
神
村
酒
造
の
中
里
迅
志
さ
ん
は
、「
製
造
工
程
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い

泡
盛
が
で
き
る
ん
で
す
が
、で
も
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
45
％
未
満
で
し
か
泡
盛
の
名
称

で
販
売
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、昔
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
測
る
機
械
も
無
く
度
数
の
高
い

酒
を
貯
蔵
し
て
濃
厚
な
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
目
的
で
全
く
水

を
加
え
な
い
51
度
の
原
酒
を
発
売
し
ま
し
た
。で
も
”原
料
用
ア
ル
コ
ー
ル
“の
名
称

で
し
か
販
売
で
き
な
い
の
で
す
が
」
と
苦
笑
す
る
。
 

　
ま
た
、神
村
酒
造
で
は
タ
ン
ク
や
甕
で
熟
成
さ
せ
る
泡
盛
を
、バ
ー
ボ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー

の
貯
蔵
に
使
用
さ
れ
る
オ
ー
ク
樽
で
熟
成
さ
せ
る
と
ど
う
な
る
の
か
、そ
ん
な
試
み
が

昭
和
三
十
三
年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
泡
盛
の
独
特
の
味
わ
い
に
オ
ー
ク
の
風

味
を
プ
ラ
ス
し
た
酒
が
で
き
あ
が
っ
た
。こ
の
酒
は
貯
蔵
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
琥
珀

色
の
輝
き
に
変
わ
り
、泡
盛
と
異
な
る
よ
う
な
酒
に
な
る
。一
口
に
泡
盛
と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
試
み
が
あ
り
、泡
盛
に
か
け
る
情
熱
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

は
や
し
 

なかぐすく かつれん 

②今帰仁城跡 
今帰仁村今泊4874　入場料400円 
大きさの異なる10の城郭からなる連郭式
山城。13世紀頃に築城されたとされるが、
誰によって作られたのかは定かではない。
隣接する歴史文化センターでは、遺跡か
らの出土品や人々の生活を紹介している。 

な き じ ん  

う
な
ー
 

ふ
 

さ
お
 

か
め
 

かめ 
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建築設備分野 下水道分野 新製品のご案内 注目商品 

KC貫通パックのご使用により、
住宅の品質確保促進法｢維持
管理への配慮｣の項目におい
て等級2以上に対応できます。 

Pack 100 
（VU100、VU75用） 

Pack 50 
（VU50用） 

低層住宅用 基礎貫通継手 

「KC貫通パック」 
品番 5427

ヒーターガイド付 

PBパイプ 貯水機能付防災ヘッダー 

品番 8900

下水道用ポリエチレンパイプ 

EF受口片受け直管 

（呼び径75、100、150） （75×1050、100×1050） 

品番 7506
給水用ブルー／給湯用レッド 
（φ13x40m、φ16x20m） 

品番 7008

ヒーターガイド付 

PN15Wパイプ 
給水用ブルー／給湯用レッド 
（φ13x50m、φ16x25m） 

品番 7009

くら型マンホール 
継手 
品番 5986

コンクリートます用逆止弁 

「カンタン君」 
品番 1690

PBパイプ 

PN15Wパイプ 

「貯めてるゾー」 

災害断水に備えて常時36
の水を備蓄しながら、台所、
洗面、バス、トイレなどに水を
供給する給水ヘッダー。 

φ350 φ500

台風や梅雨の 
大雨に備えた 
浸水対策を！ 

・集中豪雨による宅内への下水の 
 逆流を防止する。 
・コンクリートます内への取り付け 
 はカンタン。 

※詳しくはクボタシーアイホームページまで 

マヨネーズ 

× 4
大さじ 

しょうゆ 

× 2
大さじ 

中火 

弱火 

■ パルちゃんのレッツトライクッキング！ ミズエおばあちゃんの知恵袋 ■ 

しょうゆとマヨネーズの絶妙風味！ 

長芋と牛肉の簡単煮物 

長芋 
牛切り落とし肉 
しめじ 
水 
しょうゆ 
マヨネーズ 
サラダ油 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 400g 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 250g 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1パック（約100g） 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1カップ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ2 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ4 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ1

参考出典 ：  
オレンジページ（2006年11月2日号特別付録） 

マヨネーズの油分で 
牛肉が一層ジューシーに！ 
みなさんこんにちは。今回は、生でも焼いても美味

しい長芋を、牛肉やしめじと一緒に煮て味わう一品。

味付けのポイントは、マヨネーズとしょうゆを4：2で

合わせたコク＆まろやかさ。牛肉のうまみをしっかり

染み込ませて、召し上がれ！ 

（
4
人
分
） 

必ずマヨネーズを先に入れてから、
しょうゆと混ぜ合わせてね。 

器にマヨネーズを入れ、しょうゆを少し
ずつ加えながら、よく混ぜ合わせておく。 

1

※マヨネーズの油分で、牛肉がジューシーに仕上がります。 
（注）焦げつかないように、注意してね！ 

4

皮をむいた長芋を4cm程度に切り、 
しめじは小房に分けておく。 

2 サラダ油で、牛肉をほぐしながら炒める。 
つづいて長芋としめじを加えてさっと
炒め、水を加える。 
 

3

　 が煮立ったら、　 を加えて混ぜ、 
12～14分煮よう！ 
3 1

煮物はある程度の水
分がないと美味しく
仕上がらないので、4
人分でつくるのがお
すすめ。また、時間が
経つと味がよく染み
込むので、翌日でも
美味しいよ！ 

ポイント 

「
針
金
針
金
ハ
ン
ガ
ー
 

　
　
　
活
用
術

　
　
　
活
用
術
」
の
巻
 

「
針
金
ハ
ン
ガ
ー
 

　
　
　
活
用
術
」
の
巻
 

輪
ゴ
ム
 

こ
ん
に
ち
は
 

あ
ら
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

そ
の
シ
ワ
…
さ
て
は
 

針
金
ハ
ン
ガ
ー
だ
ね
 

そ
う
な
の
…
 

つ
い
、う
っ
か
り
 

し
ち
ゃ
っ
て
…
 

ハ
ン
ガ
ー
を
一
カ
所
 

ペ
ン
チ
で
切
っ
て
、 

ラ
ッ
プ
の
芯
を
通
し
て
 

お
く
の
さ
。
 

こ
れ
な
ら
掛
け
て
も
 

シ
ワ
は
つ
か
な
い
よ
。
 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
。
 

端
を
カ
ッ
ト
し
て
丸
め
て
 

も
う
一
方
の
先
端
を
 

曲
げ
て
ひ
っ
か
け
る
 

よ
う
に
す
れ
ば
 

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
 

ホ
ル
ダ
ー
の
出
来
上
が
り
。
 

丸
く
変
型
さ
せ
れ
ば
 

洗
濯
ば
さ
み
掛
け
に
も
な
る
よ
。
 

芯
に
輪
ゴ
ム
を
巻
い
て
お
け
ば
、 

ズ
リ
落
ち
防
止
に
も
な
る
ん
だ
よ
。
 

芯
な
ん
て
、 

捨
て
て
た
わ
 

角
が
ひ
っ
か
か
 

ら
な
い
ん
だ
！
 

風
通
し
が
 

良
く
な
っ
て
、 

早
く
乾
か
せ
 

る
ね
 

そ
う
そ
う
、 

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ん
か
を
 

干
す
と
き
は
、 

ハ
ン
ガ
ー
の
両
端
に
 

5
0
0
　
の
ペ
ッ
ト
 

ボ
ト
ル
を
差
し
込
ん
で
 

ご
ら
ん
。
肩
に
ハ
ン
ガ
ー
の
 

あ
と
が
残
ら
ず
、型
く
ず
れ
が
防
げ
る
の
さ
 

ml

ペットボトル 
　
と
こ
ろ
で
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
 

　
ご
用
は
？
 

あ
の
ー
…
 

ラ
ッ
プ
の
芯
っ
て
 

あ
ま
っ
て
 

な
い
か
い
？
 

参考出典 ： 「決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ」（発行： 主婦の友社） 
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クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子

メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、

その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う

とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。 

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。 

編
集
後
記 

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。 お願い 

個人情報保護について 

A B C
D

E

F G H I

■ 読者プレゼント付きクイズ お便りコーナー ■ 

今年の冬は東京でも度々積雪があり、工事にも少なからず影響を
与えました。三鷹市での施工現場も早朝からの大雪で工事が中
止となってしまいました。しかし、翌日は前日の悪天候が嘘のように
晴れ渡りました。 
工事店さま訪問記で訪れ
た鳥取県倉吉で「あご入り 
鰹ふりだし」をいただいた。 
まずは、みそ汁の出汁に使
ってみたところ、これがなか

なかのもの。でも地元産の焼きあご節をはじめ、五種類の天然材
料が使用されているというのだから旨いのも当然かも。 
沖縄本島の回りには小島が点在し、これらに橋が架けられ無料で
渡れるところが多くあります。
写真は名護市の屋我地島
から古宇利島に架かる全
長約2kmの古宇利大橋。
時間が許せばゆっくり歩い
て渡りたい橋です。 

第163号の正解 
答：A,B,E,F,G
多数のご応募ありがとうございました。 
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。 

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。 

・カバーは環境にやさしい新素材ECONIA（エコニア）を採用 
・文庫本サイズ（約160ｘ315mm） 
・ブラック、オレンジ、ネイビー、ブラウンの4色 
・メモ1冊付 

※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。 

正解者の中から抽選で100名様に記念品を
進呈します。解答ハガキのお名前は、楷書
ではっきりとお書きください。 

能率手帳から生まれた 
エコブックカバー BOOKMAM

プレゼント 

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。 

違いは 
どこにある？ 

まちがい探し 
クイズ 

奈良県・株式会社菊岡金物店 
菊岡徳高さまの作品 

岐阜県輪之内町 
中島ユウさまの作品 

兵庫県・宇野ポンプ店 
宇野正宏さまの作品 

北海道・小樽市水道局天神浄水場 
浜田隆治さまの作品 

愛知県・株式会社大成設備工業 
斉藤優子さまの作品 

兵庫県・赤松設備 
赤松はるみさまの作品 

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。 
また、ハガキはお返し致しませんので、予めご了承願います。 

福
島
県
・
福
島
県
県
南
農
林
事
務
所 

阿
部
朝
雄
さ
ま 

「
り
ん
ご
収
穫
を
終
え
て
」 

　
り
ん
ご
畑
15
a
の
収
穫
を
今
年
も
無

事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
は
春
の

開
花
が
２
週
間
と
長
く
、春
先
か
ら
天
候

不
順
に
み
ま
わ
れ
、作
柄
に
不
安
を
感
じ

え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

案
の
定
、り
ん
ご
の
実
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
玉
伸
び
が
遅
く
、小
玉
化
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
摘
果
を
充
分
に
行
っ
て
み
て

も
大
玉
の
収
穫
は
少
な
く
、全
体
に
中
玉

傾
向
に
な
り
ま
し
た
。
周
辺
農
家
で
も
や

は
り
同
じ
様
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
農

業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、結
果
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
表
れ
ま
す
。 

来
年
は
、ど
の
よ
う
な
展
開
な
る
も
の
や

ら
心
待
ち
で
す
。 

■
本
当
に
天
候
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
長
期
予
報
な
ど
も

当
初
の
予
想
が
外
れ
、予
報
の
修
正
と
い

う
の
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
す
で

に
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、新
た
な
手
ご

た
え
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
豊
作
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

大
阪
府
・
岸
和
田
市
上
下
水
道
局
総
務
課 

橋
本
秀
美
さ
ま 

「
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
」 

　
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
な
い
我
が
家
の
子

供
３
人
。
共
働
き
で
帰
宅
後
な
か
な
か

夕
食
の
支
度
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。ク
ッ
キ
ン
グ「
じ
ゃ

が
い
も
グ
ラ
タ
ン
」
は
朝
か
ら
作
り
置
き

が
で
き
、帰
宅
し
て
か
ら
オ
ー
ブ
ン
へ
か
け

れ
ば
す
ぐ
で
き
る
の
で
大
助
か
り
な
レ
シ

ピ
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
役
に
立
つ
情
報

（
レ
シ
ピ
）の
記
載
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

■
３
人
の
お
子
様
で
す
と
そ
れ
な
り
に

作
る
量
も
多
く
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、な

お
さ
ら
時
間
の
か
か
る
料
理
は
難
し
い
で

す
ね
。ど
ん
な
簡
単
な
料
理
で
あ
っ
て
も
、

出
来
合
い
の
も
の
で
は
な
く
、調
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
難

し
い
レ
シ
ピ
は
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

簡
単
で
お
い
し
い
レ
シ
ピ
を
作
り
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。 

京
都
府
・
公
成
建
設
株
式
会
社 

名
越
仙
子
さ
ま 

「
ク
イ
ズ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」 

　
P
A
L
を
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
長
〜
い
産
休
＆

育
休
明
け
で
久
々
に
P
A
L
を
見
る
と

ク
イ
ズ
が
変
わ
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

し
か
も
、「
B
O
O
K
M
A
N
欲
し
い
」

と
思
っ
て
早
々
ハ
ガ
キ
を
書
い
て
い
ま
す
。

家
と
保
育
園
と
会
社
の
往
復
の
中
唯
一

の
楽
し
み
が
電
車
で
の
読
書
。
本
を
図
書

館
で
借
り
る
の
で
こ
ん
な
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

が
欲
し
い
で
す
！！ 

■
ク
イ
ズ
も
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
で
、写

真
の
間
違
い
探
し
を
始
め
ま
し
た
。
長
い

P
A
L
の
歴
史
の
中
で
は
、イ
ラ
ス
ト
の

間
違
い
探
し
を
昭
和
59
年
〜
平
成
2
年

ご
ろ
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
は
平

成
に
な
り
早
く
も
20
年
。
そ
の
時
代
、そ

の
時
代
に
合
っ
た
ク
イ
ズ
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

大
阪
府
・
富
田
林
市
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課 

井
坂
行
作
さ
ま 

「
京
都
は
見
所
た
く
さ
ん
」 

　
秋
の
京
都
は
い
い
で
す
ね
。
今
年
は
秋

の
一
般
公
開
時
に
京
都
御
所
と
宇
治
の

平
等
院
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
に
住

ん
で
い
る
の
で
京
都
は
日
帰
り
で
い
け
る

距
離
な
の
で
す
が
意
外
と
行
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
P
A
L
の
「
に
っ
ぽ
ん
探
訪
」
は

観
光
の
よ
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

今
一
番
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
、石
見
銀
山

で
す
。に
っ
ぽ
ん
探
訪
で
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
。 

■
京
都
の
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
年
中

観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、奥
嵯
峨
な

ど
探
せ
ば
ま
だ
ま
だ
京
都
ら
し
い
風
情

が
残
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
お
出

か
け
い
た
だ
い
て
、い
い
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
お
便
り
く
だ
さ
い
。
新
し
く
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
島
根
県
・
石
見

銀
山
も
是
非
取
材
し
て
み
た
い
場
所
で

す
。 

山
口
県
・
山
陽
小
野
田
市
山
陽
総
合
事
務
所 

大
谷
春
樹
さ
ま 

「
ス
ズ
メ
バ
チ
は
怖
い
」 

　
合
併
し
て
我
が
町
の
役
所
は
、支
所
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
土

木
、下
水
、住
宅
、都
市
計
画
、環
境
窓
口

と
は
い
え
何
で
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ス
ズ
メ
バ
チ
も
退
治
し
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

■
ス
ズ
メ
バ
チ
の
毒
は
か
な
り
危
険
で
、

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
命
を
落
と
す
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
が
、大
丈
夫
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
か
。
市
町
村
合
併
は
時
代
の
流
れ

と
は
い
え
、地
域
の
行
政
を
支
え
ら
れ
て

い
る
役
場
の
職
員
の
方
々
の
負
担
は
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
ね
。 

茨
城
県
・
土
浦
市
水
道
課 

上
野
孝
志
さ
ま 

「
偶
然
か
、必
然
か
？
」 

　
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

H
I
V
P
管
を
利
用
し
て
の
上
水
道
工
事

に
御
社
の
製
品
も
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

P
A
L
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、い
ろ
い
ろ
と
ア

イ
デ
ア
の
あ
る
製
品
を
生
み
出
し
て
い
る
の

だ
と
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
大
震
災
に
備
え

て
「
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
」
の

普
及
を
は
か
り
、そ
の
特
集
を
P
A
L
に
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
偶
然
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

上
野
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
か
の
よ

う
に
今
回
、水
道
に
お
け
る
耐
震
管
材
の
特

集
を
行
い
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
は
単
な
る

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、多
く
の
自

治
体
様
で
管
路
の
耐
震
化
が
検
討
あ
る
い

は
実
施
さ
れ
て
お
り
、管
路
の
耐
震
化
は
必

然
的
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

和
歌
山
県
・
海
草
振
興
局
産
業
振
興
部
農
地
課 

金
谷
靖
彰
さ
ま 

「
小
学
校
の
農
業
体
験
」 

　
小
学
生
が
休
耕
田
を
借
り
て
農
業
体
験
と

収
穫
し
た
米
を
使
っ
て
の
調
理
・
試
食
会
で
す
。 

■
田
植
え
か
ら
試
食
ま
で
の
見
事
な
起

承
転
結
で
す
。 

 

田植え 調理 

稲刈り 出来上がり 

2122



貯湯タンク 
ユニット 

発行／2008年6月 

本 社  
東 京 本 社  
北海道支店 
東 北 支 店  
中 部 支 店  

（06）6648 -2375  
（03）3287 -3910  
（011）214-6291  
（022）267-8955  
（052）564-5145

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 1 丁 目 2 番 4 7 号  
東京都千代田区丸の内1丁目8番2号第一鉄鋼ビルディング4階 
札幌市中央区北3条西3丁目1番25北3条ビルディング3階  
仙 台 市 青 葉 区 本 町 2 丁目 3 番 1 0 号 仙 台 本 町ビル 6 階  
名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3 丁目 2 2 番 8 号 大 東 海ビル 2 階  

〒556-8601  
〒100-0005 
〒060-0003 
〒980-0014  
〒450-0002 

PALお問い合わせ先 ／ 〒100-0005 東京都千代田区丸の内1丁目8番2号 第一鉄鋼ビルディング4階（東京本社内）    （03）3287-3910
ホームページアドレス ／ http://www.kubota-ci.co.jp

中 国 支 店  
四 国 支 店  
九 州 支 店  
沖縄営業所 

（082）546-0490  
（087）836-3908  
（092）473-2453  
（098）868-1110

広 島 市中区袋町 4 番 2 5 号 明治安田生命広島ビル 9 階  
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 朝 日 生 命 高 松 ビ ル 6 階  
福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号住友生命博多ビル2階 
那覇市久茂地 2 丁目9 番 7 号住友生命那覇久茂地ビル 

〒730-0036  
〒760-0050 
〒812-8691 
〒900-0015 

戸建て住宅の配管例 

ヒートポンプ 
ユニット 
ヒートポンプ 
ユニット 

貯湯貯湯タンクユニット 貯湯タンクユニット 

耐熱排水 
トラップ I型 

HTDV DL50

HTDV-VUHB 
100×50

HT-マス 

高温排水システムの特長 

集合住宅の配管例 

・耐熱樹脂により優れた耐熱性（90℃）を発揮し、長期間、管路を守ります。 

・耐食性に優れ、管路が錆びません。 
・継手と管の接合部に段差が無いため、スムーズな流れを確保します。 

3m品は集合住宅の高温排水立管に、 
1m、2m品はエコキュート排水横枝管、 
食洗器高温排水管に最適！ 

・13×4m～150×4m 

・40×1m、40×2m 

・50×1m、50×2m、50×3m 

・75×3m

HTパイプ 品番 2002

トラップから 
排水立て管まで 
オールＨＴ！！ 

トラップから 
排水立て管まで 
オールＨＴ！！ 

・シロ目皿無し 
  （流出口40、50） 

NEW

・目皿付き 
  （流出口40、50） 

・目皿無し 
  （流出口40、50） 

NEW

耐熱排水トラップⅡ型 
品番 2477／2479

戸建て住宅の高温排水も 
お任せください！ 

エコキュ－ト・電気温水器からの高温排水に適応！ 

75×50 S 
（受口型） 

75×50 P 
（差口型） 

高温排水用 
ヤリトリ機能付90°Y
品番 2196 滑剤レスゴム輪 

を採用！ 

NEW

φ50の時は 

伸 縮 継 手 5 0 ＋
HTDVチーズ50の
組合せで対応可能！ 

HTDVチーズ 品番 2194
・50×40 
・50 
・75 
・75×50

NEW

NEW

ピット内横主管に使用 

・呼び径50

・呼び径75、 
  100、125

品番 2192／2196

高温排水用伸縮継手 
NEW

 


